


上

州

に

お

け

る
飛

脚

問

屋

-
京
屋
藤
岡
店
富
田
永
世
と

の
関
連
に
お
い
て
-

藤

村

潤

1

ZKH･日i

序

富
田
永
世
'
通
称
は
金
蔵
で
晩
年
に
は
高
等
の
印
も
使
用
し
て
い
る
｡
安
永
六
年
六
月
武
蔵
国
秩
父
郡
太
田
村
に
生
れ
た
｡
彼
は

｢上

野
名
臥

V.･jf
J

｢北
武
慧

臥

野

の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て

いる
が
･

｢群
馬
豊

｣

に
よ
る
と

二
二
歳
の
時
に
上
州
藤
岡
に
出
て
飛
脚

(3
)

問
屋
京
屋
に
奉
公
L
t

｢勤
続
十
年
の
後
'
江
戸
話
に
転
じ
'
在
府
二
十
年
ま
た
藤
岡
の
本
店
に
来
る
｡
爾
後
専
ら
京
屋
の
経
営

に
当

り
'
孜
々
と
し
て
主
家
の
発
展
に
尽
力
す
｡
弘
化
四
年
'
七
十

一
歳
に
て
退
隠
す

(中
略
)
安
政
二
年
十
二
月
夜
す
｡
年
七
十
九
｡
武
州

(4
)

秩
父
郡
太
田
の
郷
里
先
堕
の
域
に
葬
り
'
鶴
巻
法
林
永
世
居
士
と
託
す
｣
と
あ
り
'

｢藤
岡
町
史
｣
は
藤
岡
帰
任
後
に
つ
き

｢藤
岡
の
支

配
人
と
し
て
十
年
'
都
合
精
勤
四
十

ヶ
年
'
後
老
衰
の
故
を
も
っ
て
要
職
を
辞
退
し
た
が
'
主
人
弥
兵
衛
は
永
世
が
積
年
の
勤
行
を
多
と

L
t
父
の
礼
を
以
て
過
し
た
｣
と
し
て
い
る
｡

(5
)

本
稿
は
こ
れ
ら
先
学
の
調
査
を
基
と
し
て
秩
父
市
太
田
の
富
田
家
文
書
凌
紹
介
し
'
あ
わ
せ
て
飛
脚
問
屋
研
究
の
一
環
と
し
て
上
州
の

飛
脚
問
屋
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
｡
従

っ
て
表
題
か
ら
若
干
離
れ
た
問
題
も
含
ん
で
い
る
が
･
飛
脚
問
屋
に
つ
い
て
は
今
後
の

史
料
の
発
掘
に
も
期
待
し
た
い
｡

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)



上
州
に
お
け
る
飛
脚
間
島

(藤
村
)

l

藤

岡

(6
)

富
田
金
蔵
の
生
れ
た
太
田
村
の
往
還
は
文
政
九
年

｢新
編
武
蔵
風
土
記
稿
｣
に
よ
る
と
三
峰
山
を
経
て
信
州
へ
の
路
の
他
に
'
武
蔵
国

児
玉
郡
阿
久
原
村
を
経
て
上
州
緑
野
郡
鬼
石
村
に
至
り
藤
岡
に
通
ず
る
路
が
あ
る
の
で
'
彼
が
藤
岡
で
奉
公
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
訳
で

あ
る
｡
前
述
d
通
り
と
す
れ
ば
天
明
八
年
に
藤
岡
に
出
て
お
り
'
寛
政
九
年
頃
に
は
江
戸
に
出
て
'
文
政
元
年
頃
に
藤
岡
に
帰
え
り
安
政

元
年
及
す
る
迄
い
た
事
に
な
る
｡
た
だ
富
田
家
文
書
に
は
江
戸
に
関
す
る
史
料
は
見
当
ら
な
い
｡

(7
)

さ
て
藤
岡
は
明
和
七
年

｢藤
岡
町
銘
細
帳
｣
に
よ
る
と
高

一
〇
二
二
石
三
斗
四
升
七
合
'
反
別
三
七
〇
町
四
反
八
畝

一
二
歩
'
百
姓
家

数
は
六
六
五
軒
'
そ
の
う
ち
本
百
姓
は
六
二
六
軒
で
水
春
は
い
な
い
｡
人
数
は
二
七
二
一
人
で
馬
は
五
九
疋
で
あ
る
｡
職
業
は
第

一
表
の

通
り
で
'
こ
の
外
に
作
間
商
人
が

｢所
に
て
売
買
L
L
t
男
は

｢耕
作
之
外
'
絹
'
真
綿
'
煙
草
'
其
外
品
々
売
買
｣
で
'
女

は

｢綿
'

真
綿
｣
に
従
事
し
て
い
る
｡
作
物
は
田
に
稲
'
畑
に
大
麦
'
小
麦
'
大
豆
､
小
豆
'
粟
､
稗
'
芋
'
蕎
麦
が
あ
り
'
蚕
は
年
間
絹
八
五
〇

第1表

明和 7年藤岡町職業表
8
1
1
11
7
3
1
4
2
5
m
3

屋
喰

着

工
冶
葺

師

屋

官

屋

打

根

酒

馬

医
大

鍛

屋

瓦

桶

左

飾
鉦

ゑ びすおろし

疋
程
度
'
真
綿
は
〓

1貫
目
程
度
を
販
売
す
る
｡
市
は
〓

1斉
市
で
絹
'
綿

'

煙
草
の
売
買
が
あ
り
'
近
在
に
は
吉
井
'
高
崎
'
渡
瀬
'
八
幡
山
'
本
庄
の
市

場
が
あ
り
'
大
略
二
～
三
里
の
範
囲
に
当
る
｡
天
明
八
年
に
は
藤
岡
の
〓

1斉

(8
)

市
の
場
所
町
の
地
域
は
次
第
に
守
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
｡
同
年
の

｢市
日
御

下
知
書
｣
で
は

｢藤
岡
町
之
儀
'
田
舎
に
も
不
似
繁
昌
之
地
に
相
成
侯
'
其
証

拠
に
は
市
日
人
集
り
之
儀
'
高
崎
よ
り
も
栄
之
侯
趣
'
其
上
他
国
遠
境
を
隔
て

侯
近
州
辺
よ
呈

出
店
有
之
,
地
借
入
多
く
皆
以
て
他
国
者
に
侯
,
依
之
高
千
二
雲

余
之
村
々
と
違
ひ
･
人
別
も
殊
之
外
多
数
に
鰐
川

と
記
る
し
て
い
る
｡
金
蔵
が
出
て
来
た
の
は
こ
の
様
な
町
で
あ
っ
た
｡
上
州
の
養
蚕
繭
に
つ
い
て
文
政
七
年
と
推
定
さ
れ
る
吉
井
宿
訴
状



は

｢東
上
州
之
分
は
右
繭
を
糸
に
引
候
て
売
買
仕
供
'
右
売
買
市
場
と
申
侯
は
前
橋

･
伊
勢
崎

･
大
胡

･
大
間
々
･
堺

･
本
庄
宿
に
て
'

毎
年
六
月
中
よ
り
糸
市
相
立
ち
'
売
買
人
群
先
任
侯
'
西
上
州
分
は
前
々
Jl
-
絹
に
践
立
て
'
在
々
よ
り
持
出
し
首
姓
直
売
に
任
侠
､
右

絹
買
入
は
京
都

･
江
戸
或
は
江
州
辺
之
商
人
'
年
々
六
月
頃
罷
下

り
'
滞
留
致
し
磨

-
下
仁
田
･
鬼
石

･
法
敵

･
藤
岡

･
本
庄

･
八
幡
山

二
向
崎
等
に
て
絹
市
相
立
ち

(中
略
)
御
館
主
様
に
て
も
重
に
藤
岡
町
被
二思
召
｢

自
然
と
御
引
立
も
被
遊
侠
哉
に
て
'
江
戸
表
呉
服
屋

共
多
く
は
藤
岡
町
へ
落
着
き
絹
仕
入
(a
)J
と
述
べ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
酉
上
州
の
絹
市
は
藤
岡
が

J
.
四

.
六

.
九
の
日
の
1
1
1斉
市
･

高
崎
は
五

二

〇
の
日
の
二
斉
市
,
富
岡
が
三

.
七
の
日
の
二
斉
欝

,
最
初
は
こ
れ
に
吉
井
が
加
わ
っ
て
1
順
し
て
い
た

の
で
あ

ろ

う
｡
天
明
初
年
の
藤
岡
の
絹
取
引
量
は
上
州
の
二
五
･
二
%
'
太
織
取
引
量
の
一
四

･
〇
%
に
当

り
'
藤
岡
近
在
の
取
引
量
は
上
州

･
武

(12
)

州
の
絹
取
引
量
三
七
七
五
〇
〇
疋
の
三
六

･
七
%
'
太
織
取
引
盈

一
〇
九
〇
〇
疋
の
三
九

･
四
%
に
当
る
｡

こ
れ
ら
の
絹
市
に
対
し
て
呉

服
問
屋
白
歪

の
上
州
蕩

役
は
藤
岡
に
お
り
,
上
州

.
武
州
の
近
在
の
絹
市
に
出
張
し
た
り
,
月
次
え
の
挨
拶
を
し
た
か
軍

上
州

.

武
州
絹
の
相
当
塁
が
藤
岡
に
集
荷
す
る
可
能
性
は
存
在
し
た
｡
事
実
享
保

一
五
年
三
井
で
は
秩
父
絹

一
力
年
分
約
五
〇
〇
〇
疋
を
京
都
に

(14
)

送
る
の
に
'
江
戸
経
由
の
場
合
と
藤
岡
経
由
の
場
合
と
の
経
費
を
調
査
し
て
い
る
が
'
内
訳
は
第
二
表
の
通
り
で
あ
る
｡
こ
の
荷
物
は
一

駄
三
五
-
六
貫
の
計
算
で
一
八

･
五
駄
に
な
り
'
江
戸
経
由
駄
賃
は
銀
二
貫
八
五
〇
日
'
藤
岡
経
由
は
銀
二
貫
〇
三
五
匁
で
差
引
銀
八
一

五
匁
だ
け
藤
岡
経
由
の
方
が
安
く
二
八
･
五
%
の
減
少
に
な
る
｡
更
ら
に
秩
父
絹
の
買
金
凡
一
七
五
〇
両
の
現
送
は
'
江
戸
-
秩
父
間
で

は
金

一
〇
〇
両
に
つ
き
駄
賃
銀

1
八
･
五
匁
で
'
こ
れ
に
対
し
江
戸
-
藤
岡
間
で
は
銭
三
〇
〇
文

(銀
凡
三
･
五
匁
)'
藤
岡
-
秩
父
間
は

｢市
来
の
序
二
持
参
い
た
し
侯
得
は
'
別
二
駄
賃
掛
り
不
申
侯
｣
と
あ
り
'
差
引
合
計
銀

1
五
匁
'
只
金
総
額

で
は
銀

一
貫
〇
七
七
匁

(金
凡
一
八
両
)
の
徳
用
に
な
る
｡
し
た
が
っ
て
藤
岡
経
由
の
方
が
三
三

･
九
%
の
費
用
減
少
す
る
か
ら
'
経
費
の
点
で
も
藤
岡
に
細

は

集
中
す
る
｡
但
し
近
世
を
通
じ
て
こ
の
通
り
か
は
明
ら
か
で
な
い
｡
な
お
享
保

〓
ハ
年
に

尤
巳
前
は
江
戸
メ
上
州
江
飛
脚
無
之
故
'
手
前
メ
仕
立
侯
二
付
'
駄
賃
銀
只
今
と
ハ
大
分
高
直
二
在
之
侯
よ
し
'
然
る
こ
近
年
は
上

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
一
九



第2表 享保15年三井分秩父絹5000疋為登駄賃表

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
二
〇

秩父一江戸 銀575匁 1駄二付 2700銭文 1駄二付 絹270疋
(此銀約31匁)

江戸一京都 2275 10貫目二付銀35匁 10貫目二付 絹77疋

計 2850

秩父一藤岡 85 1駄二付 銭400文(此銀4.6匁)

藤岡十京都 1950 10貫目二付 銀30匁

計 2035

二
日

三
日

七
日

八
日

末
上
州
飛
脚
仕
出
し
定
日

(15
)

州
飛
脚
屋
出
来
侯
二
付
'･
金
百
両
に
付
緩
銭
三
百
文
二
相
済
申
事
二
御
座
候

と
あ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
｡〓

上
州
の
飛
脚
問
屋

安
永
二
年
に
江
戸
定
飛
脚
問
屋
が
道
中
御
奉
行
所
に
東
海
道
筋
馬
継
を
願
出
た
際
に
提
出

し
た

｢道
中
三
度
飛
脚
宿
井
取
次
所
｣
の
上
州
分
は
次
ぎ
の
通
り
で
あ
る
｡

西
上
州
飛
脚
定
日

朔
日

五
日

六
日

十

1
日

十
五
日

十
六

日

廿
日

j2
1
日

廿
五
日

廿
六
日

晦
日

島
屋
佐
右
衛
門

十
七
屋
孫
兵
衛

藤
岡

鮎
指
節

跡

高
崎

禁

裏

臥

小
幡
七
日
市

安
中
妙
義

伊
勢
崎
場
屋
庄
七

前
橋
近
江
屋
十
兵
衛

右
所
々
御
用
物
持
合
'
御
当
地
へ
左
之
通
飛
脚
仕
出
し
申
侯

十
二
日

十
三
日

十
七
日

十
八
日

廿
二
日

廿
三
日

廿
七
日

廿
八
日



四
日

十
日

十
四
日

廿
日

十
七
屋
孫
兵
衛

桐
生

締
良
悶

御
領
主

十
七
讐

兵
衛

大
間
々
鮎
帽

同

忠
兵
衛

右
者
御
当
地
江
飛
脚
仕
出
し
日
々
御
座
候
'
丙
処
よ
り
京
都
迄
'
木
曽
路
飛
脚
荷
物
都
合
次
第
'
不
時

二
差
立
申
侯
'
依
之
右
道
中

(16
)

筋
所
々
御
用
向
往
来
共
御
請
負
中
上
供

す
な
は
ち
藤
岡

･
高
崎

･
伊
勢
崎

･
前
橋

･
桐
生

･
大
間
々
に
飛
脚
屋
が
あ
り
'
領
主
や
足
尾
銅
山
に
も
出
入
し
て
い
る
｡
場
屋
は
江

戸
の
場
屋
の
出
店
で
'
江
戸
の
十
七
屋
は

｢京
飛
脚
屋
拾
七
軒
請
合
仲
間
持
｣
の
店
で
'
近
江
屋
は
京
都
の
近
江
屋
の
出
店
で
あ
り
'
京

都
の
近
江
屋
は
江
戸
十
七
屋
と
相
仕
で
あ
る
｡
ま
た
江
戸
場
屋
の
京
都
相
仕
は
大
黒
屋
庄
次
郎
で
あ
る
｡

[II
京

良

川

十
七
屋

･
近
江
屋

･
京
屋

江
戸
十
七
屋
関
所

1
件
後
に
藤
岡
に
出
て
来
た
と
推
測
さ
れ
る
金
蔵
は
当
時
の
事
件
に
つ
い
て
'
江
戸
で
は
十
七
屋
孫
兵
衛

･
同
出
店

山
城
屋
宗
左
衛
門
の
二
軒
が
開
所
に
な
り
'
そ
の
奉
公
人
は

｢寝
所
こ
も
困
侯
間
'
新
井
市
右
衛
門
才
覚
ヲ
以
'
京
屋
弥
兵
衛
店
平
松
町

二
有
之
'
和
泉
屋
甚
兵
衛
持

二
而
有
之
侯
ヲ
買
取
'
右
只
金
日
本
橋
御
店

二
而
拝
借
'
京
都
よ
受
取
直
二
返
納
致
供
由
'
室
町
江
引
越
見

せ
開
任
侠
'
此
時
三
井
本
店
･qQ
暖
盛
ヲ
被
下
シ
ト
云
々
｣
と
L
t
さ
ら
に

｢其
人
々
十
七
屋
♂
由
兵
衛
'
清
蔵
'
山
城
屋
才
市
右
衛
門
'

善
次
郎
'
善
助
'
京
屋
♂
付
注
藤
七
'
利
右
衛
門
'
藤
七
則
名
前
人
也
'
弐
三
年
勤
退
役
'
跡
市
右
衛
門
勤
ル
｣
と
し
十

七
屋
'
山
城

屋
'
京
屋
の
奉
公
人
が
江
戸
の
呉
服
店
の
白
木
屋
と
三
井
か
ら
資
本
を
引
出
し
て
営
業
し
て
い
る
｡
京
都
と
の
関
係
は
明
ら

か

で
な

い

が
'

｢然
ル
ニ
京
都
順
番
飛
脚
問
屋
衆
荷
物
受
取
下
シ
侯
而
も
'
江
戸
二
届
配
致
侯
所
無
之
而
ハ
困
侯
間
'
京
屋
株
譲
呉
侯
様
被
申
無
余

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
二
l



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
二
二

儀
京
都
江
譲
渡
侯
｣
と
あ
る
か
ら
'
少
な
く
と
も

1
時
的
に
は
京
都
順
番
飛
脚
問
屋
仲
間
と
の
関
係
は
切
れ
て
い
た
ら
し
い
｡
京
屋
株
を

譲
請
け
た
の
は
越
後
屋
孫
兵
衛
'
奈
良
物
屋
三
右
衛
門
'
笹
屋
七
郎
兵
衛
'
越
後
屋
七
郎
右
衛
門
'
丸
屋
孫
市
と
大
坂
の
尾
張
屋
宗
右
衛

門
の
六
名
で

｢六
人
持
l〓
ア
銘
々
手
代
衆
ヲ
下
シ
置
'
主
人
方
モ
壱
人
宛
勤
番
二
下
り
被
居
｣
る
経
営
で
あ
る
｡
そ
の
後
は

｢不
勘
定
打

つ
～
き
'
年
々
五
拾
両
七
拾
丙
つ
～
割
出
侯
事
故
つ
～
き
兼
'

一
人
逃
弐
人
抜
連
中
残
少
二
相
成
｣
り
近
江
屋
喜
兵
衛
が
代
っ
て
加
入
し

た
が
'
寛
政
未
年
に
は
尾
張
屋
宗
右
衛
門
'
笹
屋
七
兵
衛
'
近
江
屋
喜
兵
衛
の
三
人
持
に
な
っ
た
｡
従
来
京
屋
に
苗
字
'
定
紋
が
な
か
っ

た
の
で

｢三
軒
才
集
居
シ
時
常
談
｣
の
う
ち
に
苗
字
は
尾
張
屋
の
大
森
'
笹
屋
の
河
井
'
近
江
屋
の
村
井
を
合
は
せ
て

｢大
井
｣
と
L
t

シ
ン

定
紋
は
尾
張
屋
の
轡
'
笹
屋
の
三
階
菱
'
近
江
屋
の
花
菱
を
合
は
せ
て

｢三
か
い
菱
ノ
中
二
花
菱
ニ
テ
真
ヲ
轡
十
ノ
字
ニ
ス
ル

(中
略
)

六
力
敷
紋
｣
に
し
た
｡
そ
の
間
に
は
涼
屋
が

｢十
七
屋
山
城
屋
ノ
得
意
追
々
取
侯
二
付
｣
文
化
四

･
五
年
に
は
得
意
極
に
つ
い
て
仲
間
の

出
入
が
あ
.O
た
.
こ
の
三
軒
の
㌢̂
ち
笹
屋
,
つ
ぎ
に
大
坂
の
尾
張
屋
も
抜
け
て
文
化
未
年
に
は
近
江
良
書
兵
衛
の
1
軒
持
に
な
っ
た
｡
以

上
で
江
戸
を
終
り
'
京
都
で
は
近
江
屋
五
兵
衛
が
十
七
屋

1
件
に
連
座
し
て
株
式
取
上
げ
に
な
り
'
奉
公
人
は

｢早
会
所
近
江
屋
喜
平
次

方
江
入
込
｣
ん
だ
｡
そ
の
後

｢喜
平
次
弟
喜
兵
衛
江
株
式
被
下
置
侯
'
右
喜
兵
衛
ハ
近
五
二
数
年
相
勤
被
居
候
市
兵
衛
卜
中
人
也
'
印
ハ

(17
)

山
近
'
苗
字
ハ
村
井
'
紋
ハ
花
菱
｣
で
あ
る
｡
近
江
屋
五
兵
衛
の
先
祖
は
白
木
屋
の

｢堺
町
御
店
二
被
勤
人
｣
で
'
そ
の
経
営
は

｢追
々

御
店
二
倍
財
出
来
'
容
易
ニ
ハ
御
貸
シ
不
被
成
侯
様
二
相
成
'
仲
間
加
判
二
而
借
用
致
侠
所
'
右
之
始
末
二
相
成
侯
間
'
入
札
ヲ
仲
ケ
間

内
へ
落
シ
'
右
株
式
弁
今
二
御
店

へ
差
出
侯
事
卜
被
存
侯
'
然
所
天
保
七
年
松
久

一
件
二
而
株
式
御
取
上
二
相
成
'
孝
三
郎
二
被
下
置
供

事
二
侯
｣
と
あ
り
'
最
初
は
営
業
資
金
を
白
木
屋
に
仰
い
だ
が
'
返
済
が
滞
り
仲
間
加
判
に
な
っ
た
｡
十
七
屋

一
件
に
よ
る
近
江
屋
株
の

処
置
に
つ
い
て
奉
行
所
は
株
の
後
継
者
を
入
札
に
よ
り
求
め
た
が
'
仲
間
は
そ
の
債
権
保
証
と
仲
間
規
約
の
た
め
に
近
江
屋
喜
平
次
弟
に

落
札
せ
し
め
た
と
推
測
さ
れ
る
｡
再
開
し
た
近
江
屋
は
白
木
屋
分
債
務
を
履
行
し
た
が
'
仲
間
分
は
滞
っ
た
ら
し
い
｡
天
保
七
年
の
松
久

一
件
は
不
明
で
あ
る
が
'
近
江
屋
五
兵
衛
の
子
孫
の
近
江
屋
孝
三
郎
に
白
木
屋
か
ら
株
が
渡
さ
れ
た
と
し
て
い
る
｡



つ
ぎ
に
上
州
の
飛
脚
屋
は
十
七
屋

一
件
以
前
に
は

｢近
五
ト
モ
十
七
屋
ト
モ
申
侯
'
印
ハ
金
二
十
七
'
紋
ハ
三
ツ
引
｣
と
し
て
い
る
か

ら
屋
号
は
違
っ
て
も
'
営
業
上
の
区
別
は
厳
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

一
件
落
着
後
は

上
州
へ
ハ
京
都
二
而
被
仰
付
相
済
卜
中
川
嘉
介
ノ
下
り
'
寛
政
元
六
月
メ
近
江
屋
喜
平
次
名
前
二
而
弘
俵
'
桐
生
'
高
崎
'
藤
岡
同

時
'
苗
字
ハ
村
井
'
村
居
ト
モ
書
'
印
ハ
金
京
'
紋
ハ
花
菱
也
'
ミ
な
近
江
屋
喜
平
次
ノ
苗
字
'
紋
な
る
也
'
金
京
ノ
御
店
ヲ
真
似

シ
侯
外
金
也
'
然
所
江
戸
仲
ケ
間
出
入
二
付
'
其
趣
意
二
文
化
七
才
京
屋
弥
兵
衛
二
改
侯
'
桐
生
ハ
近
五
ノ
項
ハ
十
七
屋
某
ト
か
申

地
飛
脚
也

と
し
て
お
り
'
上
州
に
対
し
て
京
都
か
ら
営
業
再
開
の
手
を
打
っ
て
い
る
｡
近
世
に
お
け
る
京
都
の
生
糸
'
絹
'
呉
服
な
ど
の
位
置
を
考

え
れ
ば
当
然
で
あ
ろ
う
｡
こ
こ
に
見
え
る
中
川
嘉
介
と
は
桐
生
の
文
化
元
年

｢文
虎
蓋

善

に

｢家
属
嘉
介
者
,
撃

大
村
某
lH
l.再

興
】'
至
lt寛
政
年
間
]速
成
｣
と
あ
る
者
で
あ
り

｢文
虎
亭
相
続
主
村
井
嘉
平
次
建
｣
と
あ
る
か
ら
'
当
時
は
近
江
屋
赤
平
次
名
義

で
あ

る
｡
京
屋
弥
兵
衛
に
改
名
し
た
の
は
前
述
の
十
七
屋

一
件
の
頃
に
京
屋
の
株
は
和
泉
屋
甚
兵
衛
の
持
添
株
で
'
和
泉
屋
出
店
と
し
て
支
配

人
藤
七
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
｡
そ
の
後
'
藤
七
は
株
を
譲
受
け
平
松
町
か
ら
室
町
二
丁
目
権
八
店
に
転
宅
し
た
｡
こ
の
点
と
前
述
の
金
蔵

の
説
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
｡
当
時
の
京
屋
は

｢得
意
先
も
到
而
少
な
く
'
京
大
坂
飛
脚
屋
才
下
り
荷
物
之
世
話
玉
二
致
'
渡
世
罷

在
俵
｣
状
態
で
藤
七
の
弥
兵
衛
の
死
後
'
召
仕
の
市
右
衛
門
が
弥
兵
衛
の
跡
名
目
を
継
い
だ
｡
同
人
は
元
山
城
屋
の
手
代
で

｢家
業
向
至

市
等
馴
侯
者
故
'
所
々
得
意
先
ヲ
せ
り
取
'
仲
間
家
業
ヲ
乱
シ
難
儀
至
極
｣
と
し
て
享
和
三
年
に
道
中
奉
行
え
飛
脚
問
屋
仲
間
は
取
締
を

願
出
た
｡
そ
の
結
果
文
化
三
年
に
仲
間
儀
定
が
作
製
さ
れ
た
が
'
こ
れ
は
仕
法
帳
の
事
で
あ
ろ
う
｡
同
年
市
右
衛
門
の
弥
兵
衛
が
病
死
し

て
'
京
都
室
町
三
条
下
ル
上
処
白
木
屋
源
右
衛
門
の
媒
で
京
都
二
条
上
ル
所
白
木
屋
助
右
衛
門
倖
徳
次
郎
が
相
続
し
た
が
'
九
歳
の
た
め

後
見
人
と
し
て
奉
公
人
の
善
次
郎
が
采
配
を
振
る
っ
た
｡
善
次
郎
は
元
山
城
屋
手
代
で
相
当
に
手
腕
が
あ
っ
た
ら
し
く
'
仲
間
は
文
化
三

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋
(藤
村
)

二
二
三



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋
(藤
村
)

二
二
四

年
の
儀
定
に
拘
は
ら
ず
京
屋
が
十
七
屋
'
山
城
屋
の
跡
株
の
名
目
で
得
意
庖
せ
り
取
っ
た
と
し
て
'
彼
の
後
見
を
や
め
る
か
'
弥
兵
衛
が

成
項
す
る
迄

｢得
意
分
仲
間
内
二
而
預
り
置
'
家
業
徳
分
ハ
類
例
之
通
儀
定
二
准
し
不
残
弥
兵
衛
方
へ
相
法
'
無
滞
相
続
為
致
可
申
｣
事

に
す
る
か
を
要
求
し
て
出
入
に
な
っ
た
｡
善
次
郎
は
儀
定
作
製
の
基
と
な
っ
た
孝
和
三
年
の
取
締
は

｢仲
間
取
締
方
等
閑
二
相
成
'

一
統

相
談
之
上
｣
厭
っ
た
も
の
で
t
こ
れ
に
基
く
仲
間
規
定
に
背
い
た
事
実
は
な
い
と
抗
弁
L
t
出
入
の
直
接
の
原
因
を
江
戸
の
定
飛
脚
問
屋

仲
間
の
う
ち
の
二
軒
が
得
意
先
の
壱
軒
に

｢書
状
荷
物
請
負
之
通
帳
｣
を
入
れ
'
そ
の
用
向
が
壱
軒
の
飛
脚
屋
に
片
寄
る
場
合
に
は
賃
銀

〆
高
の
う
ち
諸
雑
用
を
除
い
た
徳
用
を
二
分
し
て
配
分
す
る

｢相
得
意
｣
の
通
例
を
.
従
来
も
こ
の
慣
例
は
等
閑
に
さ
れ
て
い
た
事
と
'

南
御
番
所
御
吟
味
の
結
果
文
化
三
年
以
来
十
組
問
屋
仲
間
の
場
合
に
は
貸
銀
を
下
げ
'
十
組
以
外
の
者
も
こ
れ
に
準
ず
る
事
を
理
由
に
京

屋
が
山
田
屋
八
左
衛
門
代
儀
兵
衛
に
対
し
て
応
じ
な
か
っ
た
点
に
帰
し
て
い
る
O

京
屋
が
定
法
に
背
小
た
と
し
て
'
仲
間
は
東
海
道
宿
々
定
宿
'
大
坂
表
同
渡
世
之
者
'
畠
中
往
返
の
飛
脚
宰
領
に
江
戸
で
初
取
引
停
止

を
伝
え
'
ま
た
早
飛
脚
差
立
近
江
屋
喜
平
次
は
早
荷
物
詣
取
を
断
っ
た
の
で
'
文
化
六
年
六
月
に
次
ぎ
の
条
件
で
内
済
し
た
｣

一

相
得
意
ニ
ッ
割
勘
定
を
行
な
う
｡

二

名
前
人
徳
次
郎
は
京
都
か
ら
江
戸
に
来
て
弥
兵
衛
と
改
名
す
る
｡

三

弥
兵
衛
幼
年
の
間
は
仲
間
行
司
'
二
条
大
坂
御
城
内
御
用
年
番
は
勤
め
な
い
｡

四

上
州

･
奥
州
店
名
前
を
京
屋
弥
兵
衛
に
改
名
す
る
｡

五

川
股
出
張
所
は
引
払
い
'
奥
州
四
ノ
日
出
方
は
五
ノ
日
に
す
る
｡

結
局
京
屋
側
の
敗
‰

}
さ
ら
に
同
竺

〇
月
仲
間
に
提
出
し
た
議
定

一
札
に
は

｢上
州
表
店
之
儀
は
,
三
ヶ
所
共
巳
来
我
等
出
張
店

二
致
し
'
京
屋
弥
兵
衛
出
張
所
之
趣
二
掛
看
板
ハ
勿
論
印
判
諸
帳
面
等
ハ
早
々
相
改
'
取
引
諸
書
物
等
こ
も
右
名
前
之
外
'
紛
敷
名
目
等

ハ
決
而
相
用
申
間
数
事
｣
と
L
t
仙
台
は
出
張
店
に
出
来
な
い
か
ら
今
後
望
見
屋
と
定
飛
脚
の
名
目
臥
使
用
し
な
い
｡
福
島
は
京
屋
出
店



で
あ
る
か
ら
今
後
名
前
香
は
し
な
い
｡
川
股
出
張
所
を
引
払
う
革
を
紛
し
て
い
る
｡
実
際
に
は
徳
次
郎
が
弥
兵
衛
と
改
名
し
た
の
は
文
化

六
年

1
0
月
1
0
日
で
'
上
州
店
の
改
名
は
翌
七
年
正
月
で
あ
り
'
川
股
出
張
所
は
得
意

一
同
の
不
承
知
で
引
払
は
な
か
っ
た
｡
京
都
の

近
江
屋
が
再
開
の
手
を
打
っ
た
上
州
店
を
江
戸
の
京
屋
の
名
義
に
す
る
事
と
後
見
人
の
問
題
が
'
京
都
と
江
戸
の
相
仕
関
係
に
何
様
な
意

味
を
持
っ
て
い
る
か
は
今
後
研
究
す
る
事
に
し
た
い
｡

徳
次
郎
事
弥
兵
衛
は
文
化

一
一
年
四
月
京
都
で
死
亡
し
た
｡
あ
と
は
白
木
屋
源
右
衛
円
陣
が
弥
兵
衛
名
で
京
都
に
住
み
'
店
預
り
人
は

依
然
と
し
て
善
次
郎
で
あ
っ
た
｡桝

藤
岡
店

天
明
七
年
の
十
七
屋
吉
兵
衛
は

｢京
都
姉
小
路
通
り
倉
西
へ
入
町
家
持
近
江
屋
五
兵
衛
出
店
上
州
緑
野
郡
藤
岡
町
百
姓
庄
右
衛
門
借

家
｣
と
さ
れ
て
倍
良
書
兵
衛
と
称
し
て
い
る
｡
そ
の
実
態
は

｢五
兵
衛
所
持
之
居
屋
敷
家
作
'
英
他
大
土
蔵
二
ヶ
所
小
土
蔵
一
ヶ
所
'
飛

脚
商
売
株
式
'
家
内
二
十
五
人
暮
し
飛
脚
之
者
十
五
人
妻
子
持
其
他
出
入
之
者
｣
と
ゆ
う
規
模
で
あ
り
'
借
家
で
あ
る
の
に
五
兵
衛
所
持

と
は
'
藤
岡
で
は

｢他
国
者
首
姓
地
譲
請
け
元
主
を
家
主
と
申
立
仕
来
り
｣
で
'

｢十
七
良
書
兵
衛
と
家
名
を
出
し
'
飛
脚
方
為
替
金
銀

取
引
之
儀
は
近
江
屋
五
兵
衛
持
｣
と
さ
れ
て
い
る
｡
前
記
安
永
二
年
近
江
屋
嘉
助
が
近
江
屋
を
表
面
に
出
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
｡
t居

屋
敷
は
間
口
六
間

一
尺
'
奥
行
三
四
間
の
屋
敷
七
畝
歩
で
'
他
に
某
続
き
奥
行

一
五
間
余
の
持
添
畑
と
も
括
券
二
〇
〇
両
で
あ
り
'
持
添

畑
に
家
作
す
る
事
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
町
屋
敷
は
宝
暦
三
年
に
藤
岡
町
百
姓
新
右
衛
門
か
ら
金
四
〇
〇
両
の
質
地
に
と
り
同
七
年

頃
流
地
に
な
り
,
同
町
百
姓
長
兵
衛
宛
名
義
の
証
文
を
取
っ
た
｡
括
券
証
文
は
京
都
の
本
店

(近
江
屋
)
に
送
っ
て
あ
る
｡
つ
ぎ
に
静
物

は
六
間
に
三
四
間
の
町
屋
数
に
'
三
間
に
六
間
の
土
蔵
二
棟
'
ほ
か
に
小
土
蔵
が
あ
り
全
部
の
取
段
売
払
直
段
は
金

一
〇
〇
両
位

で
あ

る
｡

｢家
内
二
十
五
人
暮
し
｣
の
う
ち
手
代
店
支
配
の
三
名
は
藤
岡
町
成
道
寺
旦
那
で
三
〇
余
年
藤
岡
に
住
居
し
て
お
り
'
残
り
二
十
二

人
は

｢京
都
'
江
戸
'
其
外
所
々
出
店
･qa半
季

一
季
宛
代
り
合
ひ
罷
趣
し
店
働
仕
侯
者
｣
で
あ
る
｡
こ
の
外
に
京
都
か
ら
支
配
人
が
来
て

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋
(藤
村
)

二
二
五



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二

二

六

い
る
｡
つ
ぎ
に

｢出
入
之
者
五
人
｣
は

｢台
所
下
廻
り
勝
手
働
き
に
日
々
参
り
居
候
て
'
召
使
同
前
健
成
者
｣
で

'

｢飛
脚
之
者
十
五
人

妻
子
持
｣
は
飛
脚
宰
領
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

飛
脚
株
の
評
価
は

｢望
人
御
座
候
節
は
'
余
程
の
金
高
に
も
可
相
成
侯
'
誠
に
捨
売
之
様
に
仕
侯
て
も
'
三
千
両
'
四
千
両
に
は
同
商

売
之
者
は
譲
請
可
申
侯
｣
と
さ
れ
て
い
る
O

さ
て
天
明
十
七
屋

一
件
の
際
地
頭
水
上
氏
が
こ
れ
ら
屋
敷
'
建
物
'
株
式
を
処
分
し
ょ
う
と
し
て
藤
岡
町
名
主
'
年
寄
に
評
価
さ
せ
た

と
こ
ろ
屋
敷
建
物
は
全
部
取
穀
な
ら
金

一
〇
〇
両
'
建
前
の
債
な
ら
金
二
〇
〇
両
'
株
式
は

｢江
戸
京
大
坂
に
本
店
無
之
侯
て
は
'
荷
物

附
送
り
方
無
之
'
諸
得
意
方
春
込
不
申
｣
藤
岡
店
の
み
の

｢跡
商
売
株
式
計
り
引
諸
侯
て
も
'
本
店
宛
も
無
之
侯
て
は
相
積
り
難
く
侯
｣

(20
)

と
し
て
い
る
｡
十
七
屋
の
営
業
を
引
継
い
だ
型
で
業
務
を
再
開
し
た
近
江
屋
は
寛
政
元
年
に
前
記
の
額
を
ど
う
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
｡

H

桐
生
店

十
七
屋
孫
兵
衛
出
店
は
享
保
三
年
頃
に
桐
生
の
新
居
甚
五
衛
門
興
元
の
取
立
て
に
よ
り
成
立
し
た
｡
興
元
は
桐
生
絹
市
の
立
替
と
紗
綾

機
を
移
入
し
た
新
居
道
綾
の
一
族
の
為
登
師
で
あ
る
｡
寛
保
二
年
桐
生
新
町
差
出
帳
に
は

｢当
町
飛
脚
江
戸
瀬
戸
物
町
十
七
屋
孫
兵
衛

店
'
京
江
戸
江
金
銀
荷
物
通
行
飛
脚
会
所
任
侠
｣
と
あ
り
'
安
永
九
年
書
上

(天
明
四
年
写
)
桐
生
新
町
鑑
で
は

｢当
町
飛
脚
屋
江
戸
室
町

三
丁
目
拾
七
屋
孫
兵
衛
出
店
仕
'
京
大
阪
江
戸
に
金
銀
荷
物
請
負
飛
脚
問
屋
仕
儀
｣
と
あ
る
｡
寛
政
期
に
再
開
し
京
屋
名
の
支
店
に
な
っ

(T,~)

た
店
舗
は
文
化
頃
火
災
に
あ
い
'
新
町

一
丁
日
に
移
転
し
幕
末
に
及
ん
だ
｡
と
こ
ろ
で
金
蔵
に
よ
る
と
前
述
の
通
り

｢近
五
ノ
頃
ハ
十
七

屋
某
ト
か
申
地
飛
脚
｣
で
あ
る
｡
こ
れ
は
桐
生
で
は
在
地
の
飛
脚
屋
を
経
営
9
美
腰
は
も
と
の
億
で
'
名
義
上
は
十
七
屋
の
も
の
に
し
て

い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡



四

島

屋

川

藤
岡
店

上
州
の
島
屋
に
つ
い
て
は
安
井
宗
二
の

｢島
屋
佐
右
街
門
家
声
録
｣
に
言
及
し
て
い
る
所
が
多
い
｡
宗
二
が
寛
政
二
年
に
著

は
し
た

(22
)

｢あ
が
た
の
三
月
四
月
｣
に
は
藤
岡
に
つ
い
て

｢此
所
は
五
十
余
年
の
な
じ
み
の
地
｡
識
人
も
多
く
｣
と
し
て
い
る
｡

｢家
声
録
｣
は
享
保
二
〇
年
に

｢藤
岡
依
田
取
引
｣
と
し
て

上
州
飛
脚
之
事
は
'
初
は
め
い
く

江
戸
へ
か
づ
き
'
又
は
馬
に
附
な
と
し
て
売
払
L
を
'
あ
ふ
ミ
や
五
兵
衛
其
頃
ハ
白
木
屋
の
お

と
こ
成
し
か
'
此
飛
脚
を
つ
と
め
'
越
後
や
孫
兵
衛
と
中
間
と
な
り
'
上
州
才
江
戸
京
都
の
通
路
を
受
あ
ひ
'
近
江
の
生
れ
故
こ
あ

ふ
ミ
や
五
兵
衛
と
号
'

一
軒
し
て
お
も
ふ
位
に
つ
と
め
L
を
'
紙
屋
平
左
衛
門
と
い
ふ
人
'
依
田
与
五
兵
衛
と
ひ
と
つ
こ
成
り
'
享

保
六
七
之
比
才
自
分
飛
脚
に
て
つ
と
む
'
後
江
戸
へ
来
り
教
祐
と
相
談
し
て
取
引
と
な
る
｡
近
五
初
ノ
名
白
木
屋
太
郎
助
'
支
配
平

助
此
も
の
の
ち
八
十
か
し
萩
八
ら
勘
右
衛
門
手
代
と
な
る

と
記
る
し
て
い
る
｡
近
江
屋
五
兵
衛
に
つ
い
て
は
前
項
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
'
屋
号
を
近
江
出
身
者
に
帰
し
て
い
る
が
'
白
木
屋
は

(23
)

(24
)

江
州
出
身

で

そ

の
支
店
を
近
江
屋
と
称
し
て
い
る
例
が
あ
る
か

ら

'

最
初
か
ら

一
種
の
支
店
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

(25
)

い
｡
越
後
屋
孫
兵
衛
と
仲
間
と
い
う
事
は
'
越
後
屋
孫
兵
衛
は
江
州
出
身
で
三
井
と
関
係
が
あ
る
か

ら

'

共
に
江
州
出
身
で
あ
り
'
背
後

の
資
本
か
ら
見
て
一
種
の
支
店
的
性
格
は
持
ち
な
が
ら
も
独
立
し
た
合
資
的
性
格
を
持
つ
の
か
'
京
都
順
番
飛
脚
問
屋
仲
間
の
う
ち
両
者

の
み
が
上
州
運
輸
に
関
係
し
て
お
り
'
近
江
屋
が
店
舗
を
出
し
た
の
か
'
現
在
の
処
明
ら
か
で
な
い
｡
つ
ぎ
に
教
祐
と
は
加
賀
屋
五
郎
右

衛
門
の
事
で
'
手
板
組
の
一
人
と
し
て
江
戸
に
来
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
が
島
屋
の
上
州
と
の
関
係
の
始
ま
り
で
あ
る
｡
つ
ま
り
上

州
に
は
在
地
の
飛
脚
屋
'
ま
た
は
運
輸
に
従
事
す
る
百
姓
が
い
て
'
近
江
屋
の
場
合
に
は
京
都
の
呉
服
店
の
手
代
が
彼
等
を
編
成
す

る

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
二
七



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
二
八

が
'
島
屋
は
そ
の
う
ち
の
有
力
者
と
提
携
し
て
発
足
し
た
｡
宝
暦
八
年

｢藤
岡
店
之
事
｣
に
は

｢依
田
与
五
兵
衛
道
中

御
奉
行
様
江
取

入
'
従
藤
岡
江
戸
迄
荷
物
付
送
り
'
此
方
へ
飛
脚
着
商
売
被
致
侯
｣
と
あ
る
か
ら
単
な
る
飛
脚
で
は
な
い
｡

再
び

｢家
声
録
｣
の
延
享
元
年
に
は

｢依
田
与
五
兵
衛
と
取
引
之
処
'
年
々
不
勘
定
二
付
'
安
井
教
円
か
の
地
へ
馳
行
'
万
事
相
対
の

う
へ
'
飛
脚
共
に
此
方
へ
引
取
.
店
賃
と
し
て
六
両
ツ
～
渡
｣
す
事
に
し
た
が
'

｢教
円
与
五
兵
衛
双
方
鉄
心
之
生
浜
刃
場
に
も
及
ふ
ほ

と
の
論
｣
の
う
え
の
事
で
あ
り
'
教
円
は
手
板
組
の
1
人
で
あ
る
大
和
屋
善
右
衛
門
で
'
初
代
の
安
井
氏
で
あ
る
｡
負
債
の
重
な
り
を
機

会
に
支
店
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
店
舗
は
間
口
二
間
'
奥
行

〓

7間
で
地
所
は
借
地
で
あ
る
｡
手
代
三
人
'
才
額
三
人
を
引
取
っ
た
が
'

手
代
の
う
ち

1
人
は
後
述
す
る
高
崎
の
松
本
茂
右
街
門
の
子
で
あ
る
｡
.島
屋
の
経
営
に
な
っ
て
か
ら
は
'

｢藤
岡
店
之
事
｣
に
よ
る
と
'

引
取
っ
た
手
代
の
う
ち
平
八
を
支
配
に
し
た
｡
彼
は
寛
延
二
年
元
手
金
二
〇
両
と
従
来
の
借
金
三
〇
両
を
与
え
ら
れ
別
家
し
た
｡
そ
の
任

期
中
は
江
戸
か
ら
詰
番
壱
人
が
来
て
い
た
｡
後
任
の
支
配
に
は
付
渡
の
手
代
又
兵
衛
が
な
り
'
詰
番
は
組
合
年
寄
の
病
気
'
死
亡
の
た
め

置
か
な
か
っ
た
｡
又
兵
衛
は
宝
暦
五
年
元
手
金
二
〇
両
'
借
金
三
〇
両
を
与
え
ら
れ
退
役
し
'
同
年
中
は
後
見
'
翌
年
信
州
長
久
保
の
郷

里
に
帰
り

｢相
応
二
商
売
｣
を
し
た
｡
あ
と
の
支
配
は
上
州
吉
井
近
在
で
浪
人
し
て
い
た
藤
助
が
依
田
武
左
衛
門
の
請
判
で
な
っ
た
｡
こ

の
間
の
経
営
は

｢家
声
録
｣
に
よ
る
と
順
調
で
は
あ
っ
た
が
'
次
第
に
近
江
屋
五
兵
衛
と
競
争
に
な
り
買
物
進
物
な
ど
張
合
い
集
荷
は
す

る
が
利
益
は
出
な
く
な
り
'
宝
暦
六
年
に
は
藤
岡
の
中
屋
半
兵
衛
に
店
を
譲
渡
し
よ
う
と
し
た
が
'
島
屋
の
安
井
宗
二
は
今

一
度
と
九

一

カ
年
藤
岡
に
詰
め
近
江
屋
に
交
渉
し
て
運
賃
値
上
げ
'
江
戸
か
ら
上
州
宛
荷
物
の
現
金
取
引
'
荒
物
な
ど
の
共
同
購
入
を
協
定
し
た
｡
値

上
げ
は
得
意
も
認
め
雪

ま
た
翌
七
年

二

万

の
勘
定
ま
え
に
奉
公
人
の
藤
助
'
四
兵
衛

(四
郎
兵
衛
か
)
'
平
助
に
よ
る
金
三
三
〇
両

の
遣
込
み
を
発
見
し
た
の
で
'
こ
れ
と
子
飼
の
奉
公
人
で
依
田
武
左
衛
門
の
養
子
に
な
り
店
の
支
配
に
な
る
事
を
目
論
ん
で
い
る
事
七
を

追
出
し
た
｡

｢藤
岡
店
之
事
｣
は
藤
助
が
宝
暦
九
年
支
配
に
な
っ
た
時
の
有
物
金

一
五
〇
両
が
'
同
九
年
に
は
金
二
七
三
両
余
不
足
に
な
っ
た
と
し
'



そ
の
内
訳
は
第
三
表
の
通
り
で
あ
る
｡
計
算
の
基
礎
が
不
明
で
あ
る
が
差
引
の
あ
と
に

｢此
内
七
八
拾
両
税
上
州
借
用
金
利
足
払
し
由
｣

と
あ
り
'
こ
れ
が
何
の
項
に
入
る
か
不
明
で
あ
る
｡
利
率

一
～
1
1割
で
は
元
金
約
三
五
〇
-
八
〇
〇
両
に
な
る
｡
何
処
か
ら
借
金
し
た
の

第3表 宝暦9年島屋藤岡店 勘 定吟味表

金両 分 余 践 文
諸方預り高 1884-0-4 4,372
年々残掛 248-3-0 3,522
諸 貸 高 1099-2-0 107,301
駄貸出高 96-3-0 22,068
有 金 残 107-2-4 98,590
差 引 273-0-0程不足

か
も
不
明
で
あ
る
が
問
題
に
し
て
い
る
位
だ
か
ら
島
屋
の
各
店
勘
定
に
よ
る
江
戸
'
京
都
'
大
坂
か

ら
の
も
の
で
な
く
在
地
で
の
も
の
だ
ろ
う
｡
さ
ら
に

｢此
外
語
掛
取
替
金
等
凡
金
高
六
百
両
程
ハ
当

時
役
二
立
不
申
侯
｣
と
し
て
い
る
か
ら
表
中
の
年
々
残
掛
金
二
四
八
両
三
分
は
回
収
可
能
分

だ
ろ

う
｡
結
局
宝
暦
六
-
九
年
に
八
-
九
〇
〇
両
の
損
失
を
出
し

｢藤
助
古
今
無
粉
之
大
糞
田
分
也
｣
と

し
て
'
営
業
は
支
配
人
次
第
だ
が
詰
番
の
必
要
を
漏
し
て
い
る
｡

｢家
声
録
｣
と
は
年
代
な
ど
が
合

致
し
な
い
点
は
後
考
に
侯
ち
た
い
｡

借
金
の
原
因
は
近
江
屋
と
の
琉
争
も
あ
る
が
'
後
述
す
る
安
井
宗
二
の
処
理
か
ら
す
れ
ば
上

･
武

州
と
京
大
坂
に
お
け
る
倍
L
や
男
か
か
り
で
あ
り
'
恐
ら
く
旧
主
依
田
の
営
業
法
を
こ
れ
ら
奉
公
人

が
搭
嚢
し
た
か
ら
で
あ
る
｡

｢家
声
録
｣
の
記
述
に
帰
え
る
と
'
追
出
さ
れ
た
四
兵
衛
は

｢得
意
方

殊
之
外
之
取
入
も
の
に
て
'
い
と
ま
出
し
之
噂
を
被
聞
'
ち
ゝ
ふ
大
官
十
二
軒
之
御
得
意
連
状
に
て
帰
参
之
儀
御
あ
い
さ
つ
有
之
L
t
た
め

に
宗
二
は

｢か
の
辺
相
廻
り
四
郎
兵
衛
へ
情
を
掛
七
話
し
た
る
入
訳
'
不
時
之
筋
万

t
中
上
'
御
納
得
二
而
共
位
御
引
取
｣
を
願
い
'
結

局
勘
当
後
二
〇
年
し
て
六
〇
歳
余
に
な
っ
た
と
き
名
主
取
扱
で
出
入
が
許
る
さ
れ
た
｡

さ
て
残
り
の
奉
公
人
の
う
ち
最
年
長
の
利
兵
衛
を

｢素
人
同
前
｣
で
あ
る
が
支
配
に
L
t
宗
二
が
詰
め
て

｢店
仕
廻
か
ほ
と
の
心
持
有

侯
'
存
分
二
可
敦
と
江
戸
へ
も
中
退
L
t
町
方
之
か
し
は
役
人
に
も
い
は
せ
す
取
は
た
り
'
或
は
年
賦
と
し
'
ち
ゝ
ふ
'
富
岡
を
定
住
と

し
'
出
入
之
小
揚
賃
を
定
め
'
京
'
大
坂
只
か
1
-
を
済
L
t
万
事
十
死

一
生
之
い
-
さ
同
前
に
お
も
ふ
位
二
取
斗
'
江
戸
之
用
意
も

一

両
つ
～
相
払
｣
っ
た
の
で
金
二
七
両
の
徳
用
を
得
た
｡
宝
暦
八
年
勘
定
は
金
二
三
〇
両
徳
用
で
'
以
後
は

｢
二
百
金
を
大
旨
と
し
三
百
金

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
二
九



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
三
〇

ま
て
取
り
あ
け
た
り
'
利
息
別
二
払
ほ
と
の
店
と
成
｣
っ
た
｡
最
後
の
利
足
の
意
味
は
明
き
ら
か
で
な
い
.
そ
こ
で
利
兵
衛
は
後
見
と
な

り
'
つ
い
で

｢働
無
之
も
の
な
れ
と
も
'
前
之
不
時
も
の
共
へ
見
せ
か
ほ
ニ
'
五
給
金
之
元
卜
手
を
漢
｣
し
在
所
に
帰
さ
れ
た
｡
後
任
は

藤
八
で
あ
る
o
当
時
の
奉
公
人
の
出
身
地
は
支
配
の
藤
八
が
山
城
鞍
馬
で
'
伝
助
は
安
芸
広
島
'
忠
蔵
は
上
州
富
岡
'
儀
八
は
伊
勇
で
あ

り
'
忠
蔵
は

｢
ふ
し
岡
子
飼
之
初
｣
で
あ
る
｡
儀
八
は
後
仕
損
じ
て
江
戸
勤
に
な
っ
た
｡

こ
れ
ら
の
事
実
は
依
田
か
ら
引
継
い
だ
在
地
出
身
の
奉
公
人
が
荷
主
と
強
い
関
係
を
も
ち
'
旧
主
の
影
響
も
受
け
て
い
た
の
で
'
島
屋

は
在
地
以
外
の
出
身
者
を
採
用
し
自
家
の
営
業
方
針
を
進
め
'
実
施
の
際
に
障
害
と
な
る
在
地
出
身
者
を
経
理
を
理
由
に
追
出
し
'
見
通

し
に
自
信
を
持
っ
て
か
ら
在
地
出
身
者
を
子
飼
と
し
て
採
用
し
た
事
を
示
し
て
い
る
｡
処
理
の
伏
線
と
し
て

｢飛
脚
も
弥
平
二
七
兵
衛
四

平
皆
々
依
た
の
引
渡
し
'
所
の
百
姓
二
而
此
方
ハ
客
人
か
心
成
し
'
(島
屋
の
)
新
左
衛
門
'
宗
二
勤
や
く
比
才
段
々
相
改
り
'
藤
岡
店
中

興
相
阿
う
こ
め
し
時
'
惣
飛
脚
中
登
り
毎
'

一
太
二
百
文
ツ
ゝ
引
夫
を
つ
ミ
金
と
L
t
毎
年
六
両
つ
ゝ
田
地
く
L
を
と
り
畠
を
調
さ
せ
'

す
領
は
皆
か
～
へ
の
下
人
と
し
た
り
'
今
出
入
之
者
も
中
比
迄
は
此
方
卜
同
様
の
あ
い
さ
つ
な
り
し
也
｣
と
あ
り
'
文
意
不
明
の
点
が
多

い
が
延
享
三
年
引
継
時
の
才
領
の
状
態
を
述
べ
た
も
の
で
'
当
時
の
飛
脚
は
一
般
の
百
姓
で
運
搬
人
の
渡
世
を
し
て
い
る
者
で
あ
る
が
'

(26
)

そ
れ
に
積
金
に
よ
る
土
地
を
通
じ
て
奉
公
人
の
意
識
を
浸
透
さ
せ
て
い
る
｡

藤
岡
店
の
主
要
な
顧
客
は
武
州
八
幡
山
の
買
宿
久
米
四
郎
右
衛
門

･
坂
本
伝
兵
衛
で
'
後
者
の
甥
勘
蔵
は

｢此
人
之
目
利
を
以
絹
の
定

ま
る
程
｣
で
あ
り
'
又
兵
衛
が
支
配
の
頃
に
は
為
登
荷

1
0
0
駄
で
'
四
兵
衛
の
頃
は
四
二
〇
駄
に
増
加
し
た
｡
こ
れ
は
上
州

I
の
為
登

(27
)

師
十

1
屋
又
兵
衛
が
紀
州
名
前
で
荷
物
を
送
り
'
こ
れ
に
十
七
屋
'
島
屋
が
そ
の
書
状
を
取
扱
は
ず
争
に
な
り
和
解
し
た
が
'

｢数
年
之

な
し
ミ
成
を
以
之
外
二
意
地
を
張
て
と
債
の
あ
ま
り
｣
安
永
八
年
か
ら
用
事
全
部
が
島
屋
取
扱
と
な
っ
た
か
ら
'
そ
の
結
果
木
曽
海
道
で

三
度
荷
物
と
そ
の
宿
泊
所
を
十
七
屋
と
云
ふ
程
で
あ
っ
た
も
の
が
'
逆
転
す
る
に
至
っ
た
｡

支
配
の
藤
八
は
天
明
六
年
に
煩
っ
て
死
亡
L
t
手
代
伝
助
は

｢得
意
方
之
働
ハ
能
く
'
内
分
之
出
入
勘
定
大
下
手
に
て
其
身
借
財
相



増
｣
た
の
で
江
戸
へ
転
勤
さ
せ
ら
れ
'
残
っ
た
手
代
藤
三
郎
改
め
太
兵
衛
と
忠
八
の
両
名
が
支
配
で
忠
蔵
は
話
番
代
に
な
っ
た
｡
島
屋
各

店
間
の
奉
公
人
の
交
流
が
考
え
ら
れ
る
が
'

一
応
店
の
奉
公
人
制
度
は
軌
道
に
乗
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
な
お
明
和
八
年
火
災
に
罷
っ
て

いる
｡

桝

高
崎
店

｢家
声
録
｣
に
よ
る
と
享
保
〓

ハ
年
に

｢松
本
彦
右
衛
門
と
い
ふ
も
の
が
頻
出
L
t
同
十
八
年
に
此
方
へ
引
取
相
談
｣
し
た
も
の
で
公
儀

向
名
義
は
島
屋
左
七
で
あ
る
｡
こ
の
店
は
代
々
松
本
の
持
店
で
松
本
氏
は
茶
問
屋
で
も
あ
っ
た
｡
彦
右
衛
門
の
子
茂
兵
衛
は
藤
岡
店
の
手

代
で
t
の
ち
伊
勢
崎
店
'
高
崎
店
と
遍
歴
し
て
病
死
し
た
｡
弟
彦
兵
衛
は
最
初
江
戸
店
に
'
つ
い
て
兄
の
跡
を
臭
い
伊
勢
崎
店
を
経
て
高

力

崎
店
に
帰
っ
た
｡
当
時
は
出
店
と
し
て
の
飛
脚
の
他
に
自
分
商
と
し
て
油
'
塩
'
合
羽
'
八
守
円
な
ど
を
売
っ
て
い
た
が
'
勘
定
河
で
二

度
乱
を
う
け
金

一
〇
〇
両
の
元
手
金
が
与
え
ら
れ
た
が
巧
く
行
か
ず
'
島
屋
が

｢此
方
へ
引
取
'

一
度
は
藤
八
に
支
配
さ
せ
た
｣
が
'
再

び
彦
兵
衛
に
ま
か
せ
た
｡
必
ら
ず
L
も
島
屋
の
方
針
が
固
定
的
で
な
い
事
を
示
し
藤
岡
店
と
は
違
っ
て
い
る
｡

｢飛
脚

一
人
立
供
事
無
之

店
｣
で
あ
っ
た
が
'
同
地
の
十

一
屋
又
兵
衛
が
上
州

一
の
為
登
師
に
な
る
途
は
高
崎
店
の
発
展
す
る
途
で
も
あ
り
'
安
永
頃
に
は

｢
一
人

立
之
飛
脚
ほ
と
に
成
｣
っ
た
が
'
同
八
年
彦
兵
衛
が
死
亡
し

｢身
上
む
つ
か
し
く
後
家
心
底
よ
ろ
し
か
ら
す
｣
進
退
が
問
題
と
な

っ
た

カ

が
'
茶
類
と
薬
の
八
守
円
を
取
救
い
枠
左
五
郎
を
彦
兵
衛
と
改
名
さ
せ
'
飛
脚
業
務
瀬
江
戸
の
支
配
を
う
け
る
事
に
し
た
｡

｢藤
岡
店
之

事
｣
に
は
松
本
源
三
郎
が
地
頭
に
願
出
て
飛
脚
取
次
所
を
始
め
た
と
し
'
茂
兵
衛
を
同
人
枠
と
し
て
い
る
｡
茂
兵
衛
の
経
歴

は

｢家
声

録
｣
と
余
り
差
が
な
い
｡
彦
兵
衛
は
宝
暦
八
年
高
崎
に
帰
り

｢直
々
高
崎
相
勤
出
精
｣
し
開
店
以
来
始
め
て
金
二
二
両
'
銭
五
五
〇
文
の

徳
用
が
あ
っ
た
｡
宝
暦
二
年
か
ら
八
年
迄
は

｢江
戸
無
構
高
崎
賄
｣
で
あ
っ
た
｡

両
史
料
か
ら
見
る
通
り
丸
抱
的
な
出
店
で
は
な
い
｡
在
地
出
身
者
と
得
意
先
と
の
関
係
は
経
理
上
で
筋
を
通
し
に
く
-
'
兼
業
と
の
会

計
上
の
区
別
も
困
難
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
｡
こ
れ
以
後
の
事
に
つ
い
て
は

｢概
観
高
崎
市
史
｣
に

｢大
阪
の
飛
脚
問
屋
場
屋
の
出
張

(で
ば

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
三
一



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
三
二

り
)
が
で
き
た
の
は
じ
め
で
'
の
ち
に
和
泉
屋
甚
兵
衛
'
江
戸
屋
仁
三
郎
'
山
田
屋
八
右
衛
門
'
島
田
京
屋
な
ど
合
わ
せ
て
五
軒
の
業
者

31曜
E
∵

が
あ
っ
た
が
'
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
三
月
'
島
屋
吉
三
郎
が
同
業
者
の
権
利
を
譲
り
う
け
て
郵
匝
法
制
定
ま
で
営
業
を
続
け

た

｣

と
あ

る
以
上
の
事
は
不
明
で
あ
る
｡
た
ゞ
前
半
の
部
分
は
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
'
引
札
な
ど
の
貸
銭
定
に
あ
る
江
戸
定
飛
脚
問

屋
名
の
列
記
を
其
億
引
用
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

M

伊
勢
崎
店

｢家
声
録
｣
と

｢藤
岡
店
之
事
｣
に
よ
る
と
･
享
保

〓
亭

警

桐
生
の
伊
勢
出
身
の
只
次
商
人
佐
羽
市
兵
衛
,
同
清
右
衛
欝

勧
め
ら

れ
'
同

1
四
年
に
成
立
し
た
｡
初
代
の
支
配
半
兵
衛
は
大
坂
屋
茂
兵
衛
の
手
代
を
勤
め
た
事
が
あ
り
'
伊
勢
崎
で
結
婚
し
て
い
た
か
ら
世

帯
店
で
入
用
が
多
く
徳
用
が
な
か
っ
た
｡
当
時
の
奉
公
人
は

｢飛
脚
は
八
右
衛
門
と
て
江
戸
通
ひ
駄
荷
之
余
り
ハ
自
身
背
負
歩
行
'
下
お

と
こ
は
武
助
'
上
方
飛
脚
ハ
桐
生
之
弥
七
'
其
外
ハ
や
と
ひ
｣
で
店
の
規
模
は
大
き
く
な
い
｡
尤
も
取
立
て
た
佐
羽
家
も
天
明
期
の
二
〇

分
の
一
位
し
か
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
る
｡
経
営
が

｢江
戸
の
店
お
も
ふ
や
う
に
無
之
｣
た
め
延
事
二
年
に
半
兵
衛
は
江
戸
に
転

勤
し
'
前
述
の
通
り
茂
兵
衛
が
支
配
と
な
っ
た
が
金
五
〇
〇
両
の
損
失
'
代
っ
た
弟
の
彦
兵
衛
は
徳
用
を
出
し
た
｡
次
い
で
伊
勢
桑
名

(
一
説
に
は
美
濃
)
出
身
の
庄
七
が
支
配
に
な
り
'

｢随
分
堅
固
に
し
て
出
情
'
店
益
々
さ
か
へ
'
長
く
ほ
源
六
と
い
ふ
も

の
相
働
'

一

反
は
上
州
第

一
の
店
と
な
り
L
L
程
で
'
店
舗
は
大
家
喜
伝
二
か
ら
永
代
質
物
に
と
り
'
そ
の
得
意
は
左
羽
と
太
田
の
小
暮
此
右
衛
門
'

久
兵
衛
で
あ
っ
た
｡
天
明
元
年
庄
七
が
死
亡
L
t
代

っ
た
善
兵
衛
に
同
六
年
不
時
の
筋
が
あ
っ
た
の
で
'
得
意
の
小
暮
久
兵
衛
が

｢御
七

話
御
引
請
二
而
暫
く
支
配
｣
を
勤
め
た
｡
こ
の
店
は
有
力
な
月
次
商
人
と
飛
脚
問
屋
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
｡

肖

桐
生
店

(30
)

｢桐
生
織
物
史
｣
は
安
永
末
年
買
次
商
二
世
佐
羽
清
右
衛
門
純
道
の
勧
め
に
よ
り
開
店
し
た
と
し
て
い
る
｡
し
か
る
に
同
書
の
安
永
九
年

(31
)

｢桐
生
新
町
村
鑑
｣
に
よ
る
引
用
は
十
七
屋
孫
兵
衛
出
店
の
み
で
島
屋
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い

｡ま
た

｢定
飛
脚
問
屋
願
済

一
件
｣



に
あ
る
前
述
の
安
永
二
年
道
中
三
度
飛
脚
宿
非
取
次
所
に
も
十
七
屋
の
み
で
あ
る
｡
つ
ぎ
に
天
明
七
年
七
月
序
の

｢家
声
録
｣
に
は
全
く

(32
)

出
て
こ
な
い
｡
従
っ
て
こ
れ
は
誤
り
で
'
開
店
は
天
明
七
年
の
八
月
か
ら
一
一
月
の
間
で
あ
る
｡
こ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
天
明
三
年
九
月

(33
)

伊
勢
崎
'
桐
生
'
高
崎
な
ど
の
為
登
荷
物
の
運
賃
割
増
頗
書
は
伊
勢
崎
店
支
配
の
島
屋
善
兵
衛
と
十
七
屋
七
兵
衛
の
連
名
で
あ
る
｡
問
題

は
あ
る
が
伊
勢
崎
店
が
取
扱
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
大
坂
屋
茂
兵
衛
が
得
意
が
つ
か
ず
引
い
た
の
は
こ
の
時
期
で
あ
る
J

㈹

奉
公
人
と
店
舗

既
に
各
店
の
奉
公
人
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
た
が
'

｢家
声
録
｣
に
よ
る
天
明
六
年
上
州
三
店
奉
公
人
の
内
訳
は
第
四
表
の
通
り
で
,
そ

第4表 天明6年上州島屋奉公人表

第5表 天明6年上州島

屋奉公人出身地表濃

1

236伝

野5

4211

上

江123

近濃

1

1

2

美勢

人

1

2

伊

1

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

の
出
身
地
は
第
五
表
の
通
り
で
あ
る

｡
上
州
飛
脚

1
七
人
と
称
し
て
い
る
か
ら
手
代

一

三
名
'
雇
人
二
名
'
手
伝
二
名
が
こ
れ
に
当
る
｡
各
店
の
支
配
と
後
見
の
出
身
地
は
伊

勢
崎
店
が
伊
勢
と
美
濃
'
高
崎
店
は
上
野
'
藤
岡
店
は
近
江
'
倍
浪
と
上
野
で
あ
る
｡

っ
ぎ
に
雇
人
の
う
ち
伊
勢
崎
店
は
旧
藤
岡
店
支
配
の
帰
参
者
'
高
崎
店
は
同
店
支
配
の

伯
父
で
あ
る
の
で
'
彼
等
は
例
外
的
な
雇
傭
で
あ
る
｡
藤
岡
店
の
手
代
の
】
人
は

｢今

や
し
な
い
殺
し
｣
と
記
る
さ
れ
て
い
る
｡
奉
公
人
の
出
身
地
は
上
野
が
四
割
で
'"
こ
れ

に
信
濃
を
加
え
る
と
七
割
に
達
す
る
｡
し
か
し
後
見
'
支
配
の
者
に
限
る
と
上
野
は
三

割
に
達
し
な
い
｡
そ
し
て
奉
公
人
の
年
数
は
第
六
表
の
通
り
で
'
五
年
以
下
が
約
三
割

八
分
を
占
め
て
お
り
'
そ
の
大
部
分
は
上
野
'
信
浪
の
出
身
で
あ
る
の
で
'
次
第
に
地

元
出
身
者
に
よ
っ
て
営
業
す
る
方
針
に
向
っ
た
ろ
う
｡

ま
た
同
年
諸
店
出
入
の
者
に
助
力
し
て
い
る
が
'
上
州
で
は
三
店
の
飛
脚

一
七
人
の

他
に
伊
勢
崎
店
四
名
'
高
崎
店
二
名
'
藤
岡
店
五
名
に
金
子
が
与
え
ら
れ
て
い
る
｡
彼



第6表 天明6年島屋奉公人年数表

出身地 l-5年 6-10 ll-15 16-20 21-25 26-30 31-35 不明

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

l

1

1

1

2

1

2

2

1

3

4

4

9

勢

浪

江

濃

野

伊

美

近

信

上

等
は
才
蘭
で
あ
ろ
う
｡

っ
ぎ
に
店
舗
は
伊
勢
崎
店
が
九
間
に
二
五
間
で
'
土
蔵
が
三
棟
あ
り
地
面
は
永
代
質
物
で
大
家
は
鍋

屋
喜
伝
二
で
あ
る
｡
高
崎
店
は
店
と
土
蔵
三
棟
の
ほ
か
は
不
明
で
あ
る
｡
藤
岡
店
は
自
分
建
で
地
面
は

九
間
に

1
八
開
で
永
代
質
物
に
と
っ
て
あ
り
'
大
家
は
依
田
与
右
衛
門
で
あ
る
.

な
お
天
保

=

牢

に
は
江
戸
定
飛
脚
問
屋
の
和
泉
屋
甚
兵
衛
に
定
飛
脚
株
式
を

一
五
〇
〇
両
の
引
当

に
差
入
れ
て
い
た
島
屋
佐
右
衛
門
は
御
為
替
銀
狩
が
原
因
で
'
そ
の
組
合
持
人
紀
伊
国
屋
九
郎
兵
衛
,

場
屋
新
右
衛
門
'
河
内
屋
喜
左
衛
門
は

｢定
飛
脚
株
式
弗
諸
寄
物
語
帳
面
類
､
諸
色
諸
道
具
･
土
蔵
三

ヶ
所
'
建
家
'
猶
又
奥
州
上
州
31_店
八
ヶ
所
井
語
書
物
諸
帳
面
'
諸
道
具
二
至
迄
,
右

1
式
不
残
｣
を

越
後
屋
万
右
衛
円
'
越
後
屋
万
兵
衛
に
譲
渡
し
た
｡
そ
の
際
に
島
屋
佐
右
衛
門
名
前
人
に
な
っ
た
両
越

後
屋
に
彼
等
が
宛
て
た

1
札
に

｢他
国
二
飛
脚
出
店
多
有
之
侯
両
者
'
支
配
行
届
兼
侯

二
付
,
上
州
五

店
之
分
望
人
有
之
次
第
'
譲
渡
可
申
儀
承
知
仕
侯
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
が
実
際
に
ど
う
な
っ
た
か
は
不
明

(34
)

で
あ
る
｡

五

宿
問
屋
と
の
関
係

｢家
声
録
｣
に
よ
る
と
江
戸
-

藤
岡
の
運
賃
は
宝
暦
以
前
に
は
銭

1
貫

1
0
0
文
で
'
宝
暦

二
重

に

は
こ
れ
が
三
貫
文
近
く
な
り
'

馬
士
も
我
意
を
張
り
始
め
た
の
で
島
屋
と
十
七
屋
は
大
宮
問
屋
な
ど
の

世
話
で
低
下
を
は
か
ヱ

貫
五
〇
〇
文
に
な
っ
た
｡
こ
れ
は
す
ぐ
崩
れ
再
整
理
を
は
か
り
'
道
中
奉
行

ぇ
の
出
訴
を
ほ
の
め
か
し
た
｡
板
橋
問
屋
が
中
心
と
な
り

｢宿
々
三
芝

違
乱
二
不
及
'
馬
士
共
呼
付



き
ひ
し
く
申
渡
し
｣
も
と
の
値
段
に
な
っ
た
｡
更
に
以
後
不
時
の
宿
が
あ
れ
ば
板
橋
問
屋
が
孔
明
す
る
事
に
し
た
の
で
,
島
屋
は
ざ
れ
を

徳
と
し
て
正
月
に
江
戸
か
ら
礼
に
行
く
慣
例
で
あ
っ
た
｡

明
和
七
年
に
鴇
巣
宿
館
川
庄
右
衛
門
方
で
島
屋
の
金
二
五
〇
両
が
盗
ま
れ
た
際
に
は
'
島
屋
は
上
州
と
江
戸
の
双
方
か
ら
処
理
に
赴
い

た
が
'
宿
の
手
落
が
原
因
の
た
め
'
宿
が
金

1
0
0
両
返
却
'
金

一
〇
〇
両
年
賦
'
残
り
は
島
屋
藤
岡
店
の
内
達
に
す
る
事

で
解
鼓

し

た
｡
ま
た
天
明
五
年
藤
岡
出
の
島
屋
飛
脚
が
熊
谷
宿
泊
中
に
二
朱
判
四
〇
〇
両
の
盗
柾
に
あ
っ
た
｡
不
寝
番
料
金

一
五
〇
両
が
支
払
は
れ

て
い
た
の
で
'
責
任
は
宿
側
に
あ
り
'
そ
の
上
に

｢此
方
之
恩
を
か
ふ
む
り
為
る
｣
宿
で
あ
る
か
ら
'

｢熊
谷
の
宿
退
転
の
大
事
｣
と
し

て
取
戻
し
た
｡
金
四
〇
両
程
の
礼
金
を
渡
し

｢道
中
は
能
し
て
匿
へ
き
も
の
也
｣
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
に
反
し
て
同
四
年
近
江
屋
五
兵
衛

の
才
領
が
'
熊
谷
堤
で
金
入
荷
物

l
個
を
奪
は
れ
た
が
以
前
に
鴻
巣
附
出
し
荷
が
盗
ま
れ
た
際
に
手
代
の
処
置
が
よ
く
な
く
'
問
屋
役
人

が
立
腹
し
て
お
り
協
力
が
得
ら
れ
ず
'
犯
人
不
明
で
約
六
〇
〇
両
の
損
害
に
な
っ
た
｡

ま
た
天
明
七
年
に
は
板
橋
宿
を
通
じ
て
藤
岡
を
除
-
中
仙
道
宿
場
の
馬

一
九
七
二
疋
に
一
疋
当
り
大
豆
三
升
'
糠
五
升
を
給
し
費
用
金

(35
)

一
八
七
両
二
分
'
銭

一
貫
文
を
要
し
て
お
り
'
飛
脚
と
宿
と
の
関
係
が
密
接
な
も
の
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
｡

つ
ぎ
に
文
政
五
年
高
崎
差
立
の
島
屋
荷
物
三
駄
が
軽
井
沢
宿
問
屋
市
右
衛
門
に
差
留
め
ら
れ
た
事
実
が
あ
る
｡
そ
の
荷
物
は
従
来
は
神

崎
飛
脚
が
取
扱
っ
て
い
た
も
の
で
'
絵
府
焼
印
札
と
駄
賃
帳
な
ど
は
持
参
し
て
お
り
定
飛
脚
荷
物
に
は
相
違
な
い
が
'
荷
物
小
口
に
島
屋

の
目
印
で
あ
る
塁
(g
a
O
い
て
い
な
い
点
が
問
題
に
な
っ
た
｡
定
宿
名
主
六
右
衛
(a
)i14仕
立
便
同
様
に
仕
立
増
銭
を
払
ふ
事
を
条
件
に
縦

送
り
を
求
め
た
が
'
宿
問
屋
は
庭
口
銭
を
払
い
神
崎
飛
脚
並
の
駄
賃
を
求
め
て
応
ぜ
ず
出
入
に
な
っ
た
｡
そ
の
際
に
江
戸
の
島
屋
と
京
屋

が

｢是
迄
差
立
侯
荷
物
之
内
'
諸
家
様
方
御
用
物
差
挟
差
立
侯
分
ハ
格
別
'
共
外
商
人
荷
物
斗
差
立
侯
節
'
御
定
貸
銭
こ
而
往
返
侯
哉
｣

と
の
道
中
奉
行
の
質
問
に

｢先
年
三
度
飛
脚
二
而
往
返
仕
侯
節
ぶ
御
用
向
ハ
勿
論
'
有
性
町
人
諸
用
向
迄
請
負
諸
街
道
江
飛
脚
選
立
来
り

侯
所
'
継
立
方
差
支
難
義
任
侠
二
付
'
御
触
流
之
儀
奉
厩
上
侯
所
'
追
々
御
吟
味
之
上
天
明
二
寅
年
桑
原
伊
予
守
様
御
勤
役
中
定
飛
脚
中

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
三
五



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
三
六

同
様
二
被
仰
付
被
下
置
'
道
中
筋
へ
御
触
流
被
成
下
置
'
由

用
向
二
両
茂
百
性
町
人
諸
用
向
二
而
茂
'
私
共
甘
請
負
侯
荷
物
ハ
御
定
駄
賃

二
而
是
迄
ハ
往
返
仕
来
侯
｣
と
述
べ
'
こ
れ
に
続
い
て
岩
村
田

･
諏
訪
宿

･
若
神
子
村

･
鵜
沼
宿
に
駄
賃
荷
物
を
請
負
っ
た
事
実
が
従
来

あ
り
'
ま
た
道
中
か
ら
も
請
負
っ
た
事
を
述
べ
'
先
年
信
州
松
本
か
甘
附
出
し
た
紅
花
荷
が
軽
井
沢
宿
で
故
障
し
た
の
と
は
事
情
が
異
る

(38
)

と
し
て
い
る
｡

神
崎
飛
脚
と
は
江
州
の
者
が
従
事
し
て
い
る
飛
脚
で
'
上
州
で
は
島
屋

･
京
屋
と
荷
物
の
争
奪
を
行
な
っ
た
が
文
政
三
年
道
中
奉
行
は

従
来
通
且
虎
屋

･
首
屋
が
請
負
う
よ
う
命
じ
た
も
の
で
あ
る
｡

定
飛
脚
荷
物
が
問
題
に
な
る
と
き
'
関
連
法
令
で
あ
る
天
明
二
年
の
定
飛
脚
触
流
し
は
安
永
年
中
の
江
戸
大
火
'
諸
国
疫
病
流
行
な
ど

に
よ
る
人
足
不
足
が
大
名
道
中
の
他
に
飛
脚
に
も
影
響
し

｢三
度
飛
脚
荷
物
も
早
井
と
も
日
限
大
延
引
'
諸
家
外
♂
御
察
答
無
拠
'
御
屋

(39
)

敷
方
御
手
飛
脚
こ
も
相
成
侯
程
之
儀
｣
と
な
り
'
安
永
年
中
道
中
奉
行
に
願
出
て
天
明
二
年
許
可
に
な
っ
た
も
の
で
'

東
海
道
の
他
に
中

山
道
'
奥
州
路
に
も
触
出
さ
れ
十
七
屋
孫
兵
衛
'
島
屋
佐
右
衛
門
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
｡
木
曽
定
飛
脚
に
つ
い
て
は

｢家
声
録
｣
に

よ
る
と

｢東
海
道
之
手
際
ノ
ハ
大
き
に
ち
か
ひ
t
L
は
ら
く
定
飛
脚
之
威
を
,rr
セ
た
り
｣
と
L
t
浅
間
山
噴
火
の
た
め
滞
る
迄
は
巧
く
い

っ
た
と
し
て
い
る
｡

天
明
六
年
十
七
屋

一
件
の
た
め
京
都
順
番
飛
脚
問
屋
仲
間
の
う
ち
十
七
屋
組
は
江
戸
で
の
荷
物
送
込
み
先
に
苦
し
み
京
屋
株
式
を
訣
受

た
事
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
｡
京
屋
は
平
松
町
に
あ
P
P｢家
業
林
手
違
こ
も
有
之
付
'
奥
州
仙
台
井
上
州
藤
岡
高
崎
桐
生
飛
脚
も
差
立
｣

渇
計
画
を
L
t
寛
政
元
年
江
戸
の
旧
十
七
屋
明
地
に
移
転
し
た
｡
当
時
江
戸
定
飛
脚
問
屋
の
う
ち
大
坂
屋
茂
兵
衛
も
同
様
の
企
を
も
っ
て

い
た
｡
そ
し
て
寛
政
元
年
中
山
道
に
定
飛
脚
に
つ
い
て
触
流
願
が
江
戸
定
飛
脚
問
屋
で
企
て
ら
れ
た
｡
最
初
は
京
屋
'
大
坂
屋
'
伏

見

屋
'
山
田
屋
'
和
泉
屋
の
五
軒
が
道
中
奉
行
に
触
流
し
を
願
っ
た
が
'
仲
間
内
の
故
障
の
た
め
一
度
厩
下
げ
大
坂
屋
'
京
屋
が
残
り
二
二
軒

と
木
津
屋
'
島
屋
の
了
東
を
得
て
再
願
し
た
｡



｢上
州
辺
奥
州
辺
所
々
御
大
名
様
方
井
御
代
官
所
御
用
向
等
'
別
而
町
方
語
間
良
二
而
も
不
通
用
之
趣
及
承
二
付
'
私
共
此
度
上
州
高
崎

藤
岡
桐
生
辺
井
奥
州
辺
飛
脚
通
路
仕
度
'
勿
論
出
店
等
差
出
中
皮
侠
也
'
依
之
彼
地
中
山
道
京
都
辺
飛
脚
差
立
'
諸
方
様
御
通
用
宜
様
仕

度
｣
と
し
て
'
先
の
天
明
二
年
に
は

｢英
樹
私
共
儀
ハ
荷
物
引
請
高
も
無
数
二
付
'
道
中
筋
へ
之
御
触
者
不
参
頗
上
｣
と
し
て
い
る
｡
そ

し
て
次
ぎ
の
御
蝕
が
出
さ
れ
た
｡

万
町
又
七
店
大
坂
屋
茂
兵
衛

室
町
弐
丁
め
植
入
店

京
屋
弥
兵
腐

右
之
者
共
儀
'
近
年
三
度
飛
脚
荷
物
継
立
相
滞
侯
段
申
立
二
付
､
吟
味
之
上
先
達
而
京
大
坂
飛
脚
問
屋
と
申
付
'
見
七
光
へ
掛
看
板

差
免
'
以
来
荷
物
者
定
飛
脚
と
認
供
給
府
差
'
宰
領
之
者
江
も
定
飛
脚
と
認
メ
侯
焼
印
札
為
持
'
宿
々
江
も
右
之
札
を
渡
置
引
合
'

宿
場
定
之
貸
銭
急
皮
相
払
往
返
可
致
旨
申
渡
侯
間
'
其
方
と
も
宿
々
二
而
も
右
之
趣
相
心
得
'
右
焼
印
札
請
放
置
'
引
合
無
相
違
分

ハ
定
之
賃
銭
受
取
'
御
用
物
者
格
別
其
外
之
荷
物
宿
場
至
迄
之
順
次
第
不
留
置
'
宿
人
馬
二
不
限
助
郷
人
馬
二
而
も
早
来
紹
送
可
申

者
也
八
月
十
一
日

肥
前
御
印

中
山
道
板
橋
♂

伊
予
御
印

守
山
迄
右
宿
々

年 間
寄 屋

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
三
八

な
お
奥
州
筋
に
も
同
様
の
蝕
が
出
さ
れ
て
い
る
｡
寛
政
元
年
木
津
屋
六
右
衛
門
は
上
州
飛
脚
を
や
め
'
翌
年
退
転
し
た
｡
大
坂
屋
は
奥

州
向
は
営
業
せ
ず
上
州
も
寛
政
三
年
に
は
や
め
て
い
る
｡
文
化

1
四
年
に
は
天
明
二
'
寛
政
元
年
の
触
流
し
の
あ
と
を
う
け
て

｢
い
つ
と

な
く
定
飛
脚
荷
物
ハ
商
人
荷
物
同
様
二
江
跡
廻
し
組
立
｣
て
ら
れ
て
い
る
が
'

｢外
々
絵
府
荷
物
茂
同
様
心
得
｣
て
運
送
す
る
等
を
命
じ

た
御
蝕
が
あ
り
請
書
に
島
屋
佐
右
衛
門
'
京
屋
弥
兵
衛
が
み
え
て
い
る
｡
こ
れ
よ
り
先
き
文
化
四
年
上
州
の
島
屋
藤
右
衛
門
'
京
屋
吉
兵

衛
が
中
仙
道
'
奥
州
路
に
再
蝕
を
両
江
戸
店
と
仲
間
の
了
承
を
得
て
道
中
奉
行
に
願
出
た
が
'
翌
年
仲
間
出
入
の
た
め
願
下
げ
た
事
実
が

あ
る
｡
そ
の
際
に
江
戸
の
島
屋
'
京
屋
が
仲
間
に
提
出
し
た
一
札
に
は
天
明
二
年
定
飛
脚
問
屋
仰
付
に
つ
い
て
ふ
れ
'
つ
い
で

｢然
所
後

年
仲
ケ
間
共
心
得
達
致
'
諸
国
之
産
物
井
諸
商
人
･qa駄
数
多
請
負
侯
荷
物
迄
も
定
飛
脚
会
府
ヲ
以
通
行
致
候
故
'
自
街
道
筋
駄
数
相
嵩
'

右
鉢
御
趣
意
有
之
侯
荷
物
二
相
混
'
近
年
又
々
宿
々
継
立
相
滞
供
二
付
'
仲
ケ
間

1
同
相
談
之
上
'
巳
来
諸
国
之
産
物
井
諸
商
人
メ
請
負

侯
売
買
荷
物
而
巳
二
而
差
立
侯
分
ハ
'
定
飛
脚
会
府
不
相
用
'
宿
々
相
対
ヲ
以
継
送
り
相
頼
可
申
頗
致
規
定
'
右
御
趣
意
有
之
荷
物
ハ
飛

脚
出
目
定
日
相
極
差
立
'
宿
々
延
距
不
相
成
侯
様
御
再
触
之
義
享
和
三
亥
年
道
中
御
奉
行
所
へ
春
原
上
侯
｣
と
再
蝕
の
事
情
を
記
る
し
て

い
る
｡
そ
し
て
定
飛
脚
会
府
の
任
用
は

｢御
代
官
御
預
り
所
急
御
用
向
ヲ
奉
初
'
二
条
大
坂
御
城
内
御
番
衆
様
御
用
向
井
御
大
小
名
様
御

知
行
所
御
用
向
江
御
府
内
町
人
商
用
向
ヲ
結
合

一
箇
二
致
差
立
｣
て
い
た
か
ら
'
両
者
を
別
個
に
し
町
人
商
用
荷
物
の
場
合
は
使
用
し
な

い
よ
･フ
に
し
よ
う
と
ゆ
う
訳
で
あ
る
.

つ
ぎ
に
宿
人
馬
の
使
用
は

｢問
管

品

案
茄
㌃

よ
る
と
,

｢何
之
誰
様
御
先
触
･
何
之
誰
様
御
家
中
先
触
,
御
朱
印
何
之
誰
様
御

先
触
'
諸
御
家
中
先
触
な
し
'
京
大
阪
御
合
印
三
度
'
三
度
荷
物
'
商
人
荷
物
｣
で
あ
る
｡

こ
の
問
屋
日
〆
帳
に
つ
い
て
文
政
七
年
間
八
月
九
日
宿
蝕
は

｢宿
々
問
屋
場
日
〆
帳

へ
可
書
載
出
人
馬
者
'
御
朱
印
御
証
文
井
奉
行
所

よ
り
触
渡
す
人
馬
'
又
者
御
定
之
賃
銭
等
を
以
継
立
侯
分
に
有
之
処
'
其
道
中
筋
通
行
之
向
々
御
定
人
馬
之
外
'
相
対
貸
銭
を
以
雇
に
い

た
し
侯
分
を
'
右
目
〆
帳
へ
書
載
侯
者
心
得
達
に
有
レ
之
'

(中
略
)
以
来
相
対
雇
之
分
は
日
〆
帳
へ
不
二書
載
-儀
と
相
心
得
'
尤
相
対
屠



(41
)

者
其
所
相
当
之
増
貸
請
二取
之
It
問
屋
役
人
へ
申
談
有
レ
之
分
は
世
話
い
た
し
'
稼
人
馬
を
雇
立
可
二
差
出
毒

｣
と
し
て
い
る
｡
寸
ま
り

日
〆
帳
に
は
御
定
賃
銭
分
人
馬
を
記
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
'
前
記
案
文
は
こ
れ
に
当
る
分
で

あ
る
｡
し
た
が
っ
て
飛
脚
問
屋
も
会

府
使
用
が
唆
昧
で
あ
る
が
'
宿
の
方
で
も
同
様
の
事
も
あ
っ
た
訳
げ
で
あ
る
｡
日
〆
帳
の
飛
脚
問
屋
荷
物
が
営
業
の
全
数
畳
を
示
し
て
い

な
い
場
合
が
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
｡
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
更
に
検
討
す
る
事
に
し
た
い
｡

六
買
宿
と
の
関
係

(42
)

島
屋
の
各
店
が
そ
の
所
在
地
の
買
宿
と
関
係
が
深
い
事
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
'
藤
岡
の
只
宿
吉
田
半
兵
衛

によ
る
と
'
島
屋

･
京

(42
)

屋
の
駄
賃
は
第
七
表
の
通
り
で
あ
る
｡
京
都
の
場
合
に
宝
暦
か
ら
寛
政
に
か
け
て
駄
賃
が
銀
免
に
転
換
し
'
京
都
払
い
に
な
っ
た
点
が
注

目
さ
れ
る
｡
寛
政
期
に
は
荷
物
'
仕
立
荷
物
と
も
に

｢三
分
引
幕
之
市
に
て
請
取
｣
り
で
'
文
政
元
年
に
は
寛
政
期
の
駄
貸
に

l
割
増
を

飛
脚
問
屋
が
願
出
て
'
絹
只
中
の
う
ち
藤
岡
逗
留
中
の
も
の
が

1
同
相
故
の
上
'

l
貫
目
に
付
き
四
分
上
げ
を
認
め
'
彼
等
以
外
は
t
剤

上
げ
と
し
た
｡
な
お
第
七
表
は
1
般
値
段
を
示
す
｡

そ
し
て
駄
賃
の
う
ち
六
分
宛
碁
に
割
返
し
を
諦
取
り
'
京
都
仕
立
の
荷
物
に
つ
い
て
も
買
宿
は
割
返
を
請
け
て
い
る
｡
江
戸
駄
賃
に
は

割
戻
は
見
当
ら
な
い
｡
な
お
大
坂
駄
賃
は
京
都
駄
食
に
五
分
増
で
あ
る
｡

そ
し
て
吉
田
半
兵
衛
の
所
に
升
屋
岩
城
店
の
男
役
が
来
て
い
る
が
'
こ
の
升
屋
の
駄
賃
は
寛
政
期
に
は
並
荷
物

丁
貫
目
に
付
銀
四

･
七

〇
匁
'
仕
立
荷
物
銀
六

･
〇
〇
匁
で
'
文
政
元
年
に
は
こ
れ
に
四
分
増
で
あ
る
｡
そ
し
て
京
都
江
戸
共
に
升
屋
宛
書
状
は
無
賃
で
あ
る
｡

つ
ぎ
に
江
戸
の
み
に
金
子
の
駄
賃
が
あ
る
が
'
こ
れ
に
つ
い
て
は
三
井
の

｢旅
買
物
式
目
｣
に

｢上
州
買
物

一
巻
江
戸
表
之
支
配
に
て

金
銀
送
り
方
'
酪
合
仕
法
諸
事
指
図
被
致
'
買
方
役
も
向
店
よ
り
重
に
差
達
し
俵
'
然
る
に
近
来
桐
生
表
買
物
大
数
に
相
成
､
絹
秩
父
へ

丈
に
て
は
移
敷
く
買
物
有
之
俵
処
'
風
合
吟
味
之
仕
方
故
地
に
て
は
平
生
手
掛
不
被
申
故
'
申
放
難
行
屈
に
付
京
都
よ
り
差
下
り
侯
儲
'

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
三
九



第7_表 藤岡京屋 丁島屋駄賃表

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
四
〇

然
れ
ど
も
当
地
よ
り
下
り
侯
儀
'
京
都
に
関
東
問
屋
有
之
事
に
付
相
成
不
申
.
依
て
江
戸
店
へ
罷
下

り
｣
彼
坤
よ
り
買
方
に
罷
下
り
候

建
前
に
侯
間
t,此
処
相
心
得
江
戸
買
方
役
も
万
撃
不
し
合
ひ
極
引

(44
)

可
申
候
｣
.と
あ
る
の
が
背
景
だ
ろ
う
｡

さ
て
吉

半
兵
衛
家
に
あ
妥

層

石
城
店
の
弘
化
毒

,rg
市
買
役
錠
前
㌃

は
∵

従
江
戸
金
子
着
次
第
相
改
P
.
▲亭
主
並
鳥
屋
左
衛
門
殿
溝
屋
弥
兵
衛

殿
両
家
之
内

へ
預
け
置

き
'
入
用
次
第
諸
政
可
申
侯

と
あ
り
｢
ま
た

市
場
様
子
相
場
高
下
之
儀
'
具
に
毎
度
京
都
へ
致
通



差
送
り
町
中
嘩

染
張
の
品
は
勘
定
帳
を
以
立
会
見
改
'
儀
金
亦
々
儒
脚
屋
現
置
可
申
事

J

ま

リ
,
藤
周
の
岩
城
店
の
著

と
同
様
で
あ
る
｡
ま
た
桐
生
農

政
三
年
芳

｢貿

仲
間
諺
茄
㌃

は
･
.畠

,
歪

秒

｢両
飛
脚

屋
願
筋
之
儀
申
出
侯
は
1

御
得
意
方
江
共
月
行
司
よ
り
違
札
を
以
て
通
達
致
し
'
返
翰
之
趣
を
以
て
飛
脚
屋

へ
可
及
挨
拶
事
｣
と
.あ

り
'
そ
の
文
化
六
年
攻
に
は

｢絹
買
問
屋
仲
間
よ
り
二月
都
へ
為
差
登
侠
糸
絹
荷
物
之
外
'
い
と
き
ぬ
京
都
へ
為
差
登
呉
供
趣
申
参
り
侯
節

は
'
絹
買
問
屋
月
行
事
へ
懸
合
'
其
上
受
取
為
差
登
侯
様
両
飛
脚
屋
へ
申
渡
し
の
事
｣
と
L
t
絹
只
と
の
密
接
な
関
係
を
示
す
｡
事
実
駄

賃
の
交
渉
は
若
干
前
に
も
ふ
れ
た
が
'
表
明
二
年
の
桐
生
の
場
合
に
は
絹
只
仲
間
行
事
と
江
戸
呉
服
屋
仲
間
と
の
間
に
'
桐
生
払
を
江
戸

弘
に
す
る
事
と
竺

げ
を
求
め
て
行
な
は
れ
た
が
,
遍

漂

規
定
と
実
際
は
別
個
と
し
て
値
切
ら
れ
る
場
合
が
多
Y
;
∫
｢江
戸
呉
服
屋
方

面
か
ら
要

不
同
に
関
す
る
塁

が
あ
T
tJ
･
貞

次
と
飛
脚
屋
と
の
内
情
が
露

ん
,
飛
脚
讐

是

過
受
警

割
戻
(S
い
著

も
.あ
っ

た
｡享

保

一
六
年
三
井
大
元
方
は
上
州
の
荷
主
の
約
六
割
は
前
貸
を
求
め
な
い
が
t..競
り
四
割
僧
見
込
価
格
と
の
差
が

1
割
未
満
程
の
多
額

(51
)

の
前
貸
銀
を
層
求
す
る
廃
ikJ.選
べ
て
い
る
.

こ
の
間
9
番
僧
侶
.後
年
4
.腐
ら
や
か
っ五

々
f
t
.
I

け
な
満
ち
寛
政
六
卑
屈
屋
利
兵
術
滞
足
利

の
絹
只
に
対
す
る
出
入
訴
状
の
な
か
で
は

｢家
業
稼
方
之
内
に
近
郷
近
在
之
も
.の
[

糸
絹
類
只
出
京
都
問
屋
甘
為
差
登
為
替
取
組
候
に

付
'
私
方
へ
相
頼
来
侯
節
取
版
之
儀
其
金
高
に
応
じ
'
代
呂
物
或
は
貫
目
を
改
め
私
方
よ
り
請
取
之
上
に
而
金
子
相
法
僕
等
に
京
都
問
屋

七
致
定
法
作
法
相
定
置
侯
｣
と
あ
り
'
ま
た
文
政
二
年
京
屋
弥
兵
衛
宛
の
荷
為
替
金
預
り
手
形
に
は

｢潔
絹
買
調
侯
手
当
金
二
随
二
預
け

申
侯
処
実
正
也
バ
然
る
上
着
桐
生
新
町
市
日
毎
に
買
調
侯
諸
品
無
相
違
貴
殿
江
相
渡
可
申
侯
'
尤
金
子
に
て
御
入
用
の
節
は
資
殿
御
[∪

(52
)
′

次
第
何
時
成
共
金
子
に
て
相
渡
可
伸
侯
｣
と
あ
る
.

つ
ま
り
飛
周
問
屋
望
凧
都
和
糸
絹
問
屋
'
江
戸
呉
服
店
の
集
荷
機
関
の
一
部
に
当
っ

て
い
る
｡

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋
(藤
村
)



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

七

地
頭
と
の
関
係

文
久
二
年
に
京
屋
弥
兵
衛
'
近
江
屋
孝
三
郎
が
藤
岡
笛
木
町
役
人
中
に
宛
て
た

｢御
用
飛
脚
通
し
の
請
負
証
文
に
は

｢諸
国
飛
脚
御
用

向
金
銀
御
荷
物
書
状
'
不
依
何
御
詩
境
申
上
げ
日
限
之
通
り
無
相
違
御
届
可
中
上
供
'
万

1
於
道
中
紛
失
故
障
之
儀
出
来
任
侠
は
ば
'
私

方
♂
相
弁
じ
少
し
も
御
損
難
相
掛
申
間
数
侯
'
為
後
日
併
如
件
｣
と
あ
り
'
江
戸
飛
脚
定
日
は
月
竺

7七
の
日
､
盆
前
十

1
日
限
'
極
月

.(53
)

廿
六
日
限
り
で
御
調
物
は
三
力
年
限
で
あ
る
｡

つ
ぎ
に
同
町
文
政
元
年

｢皆
済
目
録
J
に
よ
る
と
'
同
年
分
貫
租
の
六
〇
･
四
%
を
京
屋
'
l
〓
.二
二
%
を
島
屋
が
江
戸
の
地
頭
水
上

(54
)

低
に
運
ん
で
い
る
.
ま
た
天
明
五
年
地
頭
廻
状
を
十
七
屋
が
請
負
っ
た
ら
し
く

｢村
村
申
合
十
三
日
十
七
屋
便
に
相
場
書
取
置
之
無
間
違

可
差
出
｣
と
あ
り
へ
文
政
二
年
滋
は
廻
状
を
島
屋
が
請
負
い

｢右
御
書
付
写
去
る
七
月
十
四
か
出
藤
岡
町
始
ま
り
に
て
島
屋
便

り
差
出

p(LL,L,,)

侯
｣
と
見
え
て
い
る
｡

さ
ら
に
追
分
'
沓
掛
'
軽
井
沢
宿
問
屋
か
ら
高
崎
の
島
屋
が
'
信
州
御
影
御
陣
屋
向
嶋
岸
郎
か
ら
江
戸
川
崎
平
右
衛
門
役
所
内
名
和
政

兵
衛
宛
の
金
八
三
両
'
南
鐙

1
0
両

1
%
.
埜

ハ
一
九
文
'
御
用
状
を
高
崎
か
ら
江
戸
迄
駄
賃
九

l
九
文
で
請
負
っ
で
い
る
事
実
も
あ
る

か
(B

飛
脚
問
屋
は
町
や
領
主
の
便
も
請
負
っ
て
い
る
｡

八

営
業
状
態

こ
の
項
は
前
後
と
重
複
す
る
所
が
多
.L
が
便
宜
上
営
業

一恵
に
つ
い
て
記
る
す
も
の
で
あ
る
｡
寛
延
四
年
島
屋
江
戸
店
は
そ
の
藤
岡
店

に
金
銀
の
取
替
を
禁
じ
'
拠
な
い
筋
か
ら
申
込
ま
れ
て
も
支
配
の
一
存
で
処
理
す
通
事
を
禁
止
し
て
い
る
｡
在
地
出
身
の
飛
脚
か
ら
三
都

の
飛
脚
の
上
州
店
へ
の
催
格
の
移
府
期
以
後
に
は
l
腰
助
な
通
達
と
し
て
受
取
っ
て
も
よ
い
.の
で
は
な
か
ろ
う
か
'
藤
岡
'
伊
勢
崎
両
店



の
ま
配
が
立
会
い
江
戸
店
が
決
定
し
た

｢上
州
定
引
下
ケ
侯
直
段
党
｣
は
第
八
表
の
通
り
で
あ
る
｡
高
崎
店
が
立
会
は
な
か
っ
た
の
は
伊

勢
崎
店
支
配
が
高
崎
店
由
緒
の
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
伊
勢
崎
店
関
係
は
江
戸
本
店
渡
し
'
高
崎
店
関
係
は
藤
岡
渡
し
で
'
.藤
岡
か

ら
高
崎
迄
の
馬
駄
賃
も
藤
岡
弘
で
あ
る
｡
こ
れ
が
常
態
か
は
不
明
で
'
江
戸
-
伊
勢
崎
間
の
持
貨
の
相
違
や
本
庄
渡
'
深
谷
渡
の
意
味
は

不
明
で
あ
る
が
'
三
店
の
う
ち
伊
勢
崎
店
は
江
戸
本
店
と
の
関
係
が
強
く
'
上
州
で
は
藤
岡
店
が

一
種
の
総
轄
店
化
す
る
可
能
性
が
あ
る

ー第8表 寛延4年上州飛脚持貸表

･金100両二付 荷物1駄二付

江戸-伊勢崎 64文

江戸-高崎 64

伊勢崎-江戸 t 100 t歪窒窪 王宝霊文 .

高崎-江戸 ･64

金100両二付 荷物1貫目二付

上方 11.00匁

-大阪

京都

藤 岡

高 崎

伊勢崎

- 伊勢

土山

第9衣 文化2年京屋上州貸表

荷 物 西東上州 節 義完仁 晶針 大

金100両 550文 770 770

銀100両 1100 1300 1300

荷物 1貫目 180 246 200

御状1通 25

の
で
は
な
い
か
｡

つ
ぎ
に
文
化
二
年
邑
井
京
屋
弥
兵
衛

の

｢大
細
見
｣
の

｢西
京
上
州
貸
定
｣
の
項
は
第
九
表
の
通
り
で
あ
を

東
西

上
州
'
秩
父
'
下
仁
田
'
寄
井
'
足
利
'
大
間
間
が
み
え
て

お
り
'
こ
れ
が
上
州
の
店
の
集
配
荷
範
囲
で
あ
ろ
う
｡
そ
し

て
同
史
料
中
の

｢東
西
上
州
村
々
井
二
継
銭
｣
の
項
で
は
尚

再
考
の
余
地
が
あ
る
が
'
藤
岡
'
高
崎
'
桐
生
が
仕

立
場

で
'
伊
勢
崎
は
高
崎
か
ら
仕
立
て
い
る
ら
し
い
｡
上
州
の
他

(57
)

に
も
三
峯
山
'
秩
父
筋
が
営
業
地
域
で
'
高
崎
か
ら
芋
幹
'

上
田
に
も
届
け
て
お
り
'
上
州
七
日
市
前
田
大
和
守
'
同
小

幡
松
平
玄
巻
頭
'
同
高
崎
松
平
右
京
亮
の
荷
物
'
状
箱
'
封

状
な
ど
も
請
負
っ
て
い
る
｡
ま
た
足
利
'
大
間
間
に
弓
'
矢

入
箱
の
貸
も
み
え
て
い
る
｡

(
班

)

つ
ぎ
に
何
れ
の
店
の
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
'
文
政
二
年
桐
生
の
飛
脚
料
は
弟

l
O
表
の
通
り
で
あ

る

`

表
の
左
側
は
江
戸
の
場
合
を

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)



第10表 文改2年桐生より江戸他宛料金表

上
州
に
お
け
fQ
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
四
四

.種 こ■p 一顔欄 丸様外∴監芳琴寺∴潤 見付丙 同外町方r町方 伊勢崎 大間々･太田 .

足利p金ioo臥 ;- 文

50 321'950 850 ∴＼650

. 750 ､銀100申 I :.1850-.:.1750,.
I450 1500.･手形入状

∴ 1 64 ∴100-大封状 : . 20

0 100 ,40 56∴御状箱

1 224 ■p . 1由･荷物1貫目 37畠 275 1 180 J

232垂状261616

銭300文状賃の外24

示
し
.

.
そ
の
御
丸
様
外
と
は
御

丸
'
西
御
丸
.
1
7e
御
丸
'
田
安
'
海

水
'二

橋
'
尾
州
,-
紀

州
'
水
戸
'
加
州
の
事
で
'
値
段
は
御
屋
敷
寺
院
方
の
そ
れ
に

｢定
貨
の
外
別
仕
立
百
文
宛
｣

を
申
請
け
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
表
の
各
項
共
に
水
物
嵩
物
類
墜
二
割
増
で
あ
る
｡
つ
ぎ
に

内
容
が
不
明
で
あ
る
が
町
方
貨
が
御
屋
敷
寺
院
方
貨
に
比
戟
し
て
一
-
四
割
方
安
値
で
あ
る
｡

文
化
二
年
上
州
七
fE
市
前
田
家
定
貸
荷
物
]
貫
目
は
銭

1
九
〇
文
'
小
幡
松
平
家
定
賃
銭
三

〇
〇
文
'
高
崎
松
平
家
定
賃
銭
二
〇
〇
文
で
'
由

年
末
西
上
州
行
銭

一
八
〇
文
に
比
較
す
れ
ば

高
直
で
一あ
る
か
ら
'
こ
れ
が

1
般
化
也
来

る
か
は
絵
府
の
使
用
の
問
題
も
か
Lら
め
て
今
後
に
ま

ち

た

い｡

京

都

へ
の
荷
物
駄
賃
は
寛
政

二

年
近
江
屋
嘉
平
次
'
島
屋
佐
右
衛
門
の
荷
物

一
斉
目
運
賃

で
江
戸
廻
し
が
銀
九

･
九
匁
'
木
曽
路
が
八

｣
○
匁
で
欠
張
り
中
仙
道
経
由
の
方
が
安
倍
で
あ

(59
)
る
.
.･
つ
ぎ
に
飛
脚
問
屋
が
取
扱
っ
た
荷
物
数
量
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
｡

｢家
声
録
｣
に
は
木

曽
道
中
の
安
永
五
年
分
を
問
屋
帳
に
よ
り
'
上
州
十
七
屋
五
カ
所
分

〓
ハ
五
七
駄
'
上
州
島
屋

三
RI所
分

1
五
二
八
駄
'
甲
州
四
五
二
駄
と
し
て
お
り
,
上
州
分
で
は
島
屋
は
十
七
屋
の
九
割

二
分
に
当
る
｡
そ
し
て
文
政
元

-
三
年
の
中
仙
道
分
と
推
測
さ
れ
る
島
卑

京
屋
荷
駄
数
と
京

屋
上
州
三
店
荷
駄
数
は
第

二

表
の
通
り
で
あ
る
｡
京
屋
の
駄
数
が
各
店
合
計
と
合
致
し
な
い

が
そ
9
億
に
し
た
｡
丙
飛
脚
問
屋
共
に
安
永
五
年
分
よ
り
減
少
し
て
い
る
｡
こ
れ
於
何
を
意
味

し
て
い
る
か
現
在
の
処
明



第11表 文故年間上州飛脚問屋駄数表

(90)

少
し
て
い
る｡

島
屋
は
京
屋

の二倍になるから逆転しており･京屋の各店では藤

岡の位置が四割台を占めて高いが'文化-〇年-文政三年の八年間の平均では藤岡店二八二駄二向崎店〓ハ八駄'桐生店二七

五駄であるから桐生店の位置も高-なっている｡またノ1江州方メ藤生

届金七ヶ年弐万五百両｣とある

が
'
こ
の
江
州
が
神
崎
飛
脚
を
さ
す
か
は
不
明
で
あ
る
｡

さ
ら
に
京
屋
が
調
査
心
た
中

仙
道
宿
の
神
崎
荷
物
駄
数
は
第

三

表
の
通
り
で
あ
る
｡
こ
の
ほ
か
に
文
政
元

第12表中仙道神崎荷物駄数表

年小田井塩名田下諏訪虫川上ヶ松

文政元30駄326264134181

261 584554205231

344559390233340

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

年
に
は
塩

名
田
で
麻
二
七
〇
疋
'
上
ケ
松
に
麻
六
二
疋
･
安
川
に
も
麻
が
あ
る
が
丑
は

不
明
で
あ
る
｡
翌
二
年
に
は
塩
名
田
に

｢是
･qQ麻
な
し
｣
と
あ
る
｡
麻
は
上
州
下
仁
田

の
産
と
思
は
れ
る
が
'
表
の
駄
数
の
変
化
は
下
諏
訪
で
の
伊
奈
街
道
や
'
各
宿
に
お
け

る
脇
道
と
の
接
続
か
ら
生
じ
た
と
恩
ほ
れ
る
の
で
'
神
崎
飛

脚
と
定
飛
脚
問
屋
の
荷
の

動
き
は
異
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
｡

道
中
の
運
送
で
は
安
永
二
年
島
屋
'
京
屋
の
打
合
せ
荷
物
が
江
戸
に
送
ら
れ
て
い
る

事



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
四
六

荷
物
内
金
等
も
先
繰
先
為
替
二
相
成
'
荷
不
足
之
弁
金
京
都
問
屋
方
へ
債
ひ
様
相
成
｣
侯
有
様
で
あ
り
'
競
争
に
よ
り

｢極
陰
気
二
落
人

侯
而
自
然
と
少
陽
之
時
節
至
候
哉
'
何
れ
♂
申
臥
し
侯
共
な
く
元
締
之
儀
熟
談
｣
し
た
が
'
そ
れ
は

｢過
去
を
見
て
未
来
を
知
る
同
理
'

是
迄
幾
年
と
な
く
内
心
に
争
イ
種
々
相
互
二
働
｣
先
祖
達
之
謀
斗
も
在
之
侯
得
共
'
兎
角
両
家
不
熟
二
而
は
皆
不
勘
定
斗
出
来
'
こ
と
し

必
至
と
差
詰
既
に
相
続
鴇
難
相
成
時
節
二
落
侯
取
締
也
｣
と
あ
る
の
が
背
景
で
あ
る
.
こ
れ
が

一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不

-

l

明
で
あ
る
が
'
各
地
に
L)
の
よ
う
な
動
き
が
あ
:っ
て
文
化
三
年
の
江
戸
定
飛
脚
問
屋
六
軒
仲
間

｢仕
法
帳
｣
が
日
程
に
の
ぼ
っ
た
の
で
あ

う
fi.
む
ら
に
前
述
の
政
荷
の
減
少
が
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡

さ
て

｢規
定
保
々
之
目
録
L
Tに
は
ま
ず
為
登
方
に
つ
い
て
'
そ
の
勘
定
は
藤
岡
'
桐
生
､
高
崎
の
場
合
に
は
丙
会
所
立
会

い
で
行
な

叶
'
伊
勢
崎
は
]
会
所
の
み
で
ぁ
る
か
ら
立
会
い
は
な
い
｡
そ
し
て
荷
物
は
丙
会
所
と
も
高
崎
順
着
に
差
立
て
る
｡
藤
岡
'
桐
生
'
伊
勢

崎
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
io
向
々
店
か
ら
高
崎
へ
の
附
出
し
は
丸
荷
の
形
に
纏
っ
た
場
合
に
の
み
で
'
端
荷
は
都
合
が
つ
く
ま
で
控
へ
る
｡

高
崎
の
位
置
が
中
仙
道
の
宿
で
あ
る
た
め
で
.
経
営
の
中
心
が
移
動
し
た
結
果
と
は
考
え
な
い
｡

登
り
飛
脚
に
は
従
来
曙
金
を
遣
は
し
迎
金
を
与
え
な
い
筈
だ
が
'
種
々
の
理
由
を
申
立
て
京
都
で
借
金
す
る
者
が
い
る
の
で
今
後
は
こ

の
よ
う
々
者
に
は
業
務
P
休
止
を
申
渡
す
｡
つ
ぎ
滋

｢京
都
為
替
之
儀
'
当
丑
夏
才
糸
方
荷
着
と
問
屋
方
よ
り
申
出
侯
得
共
.

1
円
御
断

申
侯
'
絹
方
之
儀
ハ
手
形
着
厳
敷
御
申
付
'
従
京
規
定
之
通
引
当
テ
と

一
処
二
手
形
取
次
可
申
事
'
先
手
形
決
而
取
次
請
間
数
之
事
｣
と

あ
る
｡
こ
れ
は
恐
ら
く
頂

内
金
の
先
繰
先
為
替
防
止
の
た
め
で
'
京
臥
和
糸
問
屋
と
飛
脚
問
屋
が
業
務
上
密
接
な
関
係
に
あ
る
等
を
示

し
て
い
る
｡
両
会
所
の
葛
登
横
合
荷
物
を
高
崎
か
ら
一
宰
領
で
仕
出
し
た
際
の
道
中
で
の
故
障
の
弁
金
は
'
荷
物
仕
出
方
が
五
分
'
横
合

之
者
が
三
分
･
宰
領
仕
肝
元
が
二
分
の
割
合
で
あ
る
｡
そ
し
て
主
人
持
切
荷
物
は
仕
出
当
家
か
か
り
で
あ
る
｡

江
戸
行
き
荷
物
に
つ
い
て
は
勘
定
は
貫
目
'
即
ち
荷
物
の
み
の
割
合
で
金
子
書
状
は
除
外
す
る
｡
荷
物
の
道
中
で
の
故
障
は
銘
々
持
の

形
で
処
理
が
な
さ
れ
る
1

T
場
屋
江
戸
方
貫
旦
向
二
両
出
増
ス
共
割
合
之
事
｣
が
具
体
的
に
何
を
さ
す
か
は
不
明
で
あ
る
｡



つ
ぎ
に
紅
花
は
中
山
道
和
田
宿
に
お
け
る
泊
り
を
木
屋
が
七
分
'
問
屋
が
三
分
と
定
め

｢宿
々
世
話
料
之
儀
'
荷
相
払
切
渡
駄
数
相
し

ら
へ
'
相
談
之
上
心
付
可
致
事
｣
と
し
て
い
る
｡
他
の
荷
物
と
は
別
個
扱
だ
ろ
う
｡

得
意
先
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
'
手
伝
は
断
る
が
荷
作
り
の
み
は
特
別
で
あ
る
｡
ま
た
御
店
方
か
ら
荷
物
を
受
取
る
時
に
支
配
人
差
添

で
あ
っ
た
が
'
今
後
は
支
配
下
役
の
壱
人
の
み
に
す
る
｡
ま
た
支
配
人
の
市
泊
り
を
や
め
る
が
'
近
隣
へ
の
出
向
は
必
ら
ず
行
な
う
｡
ま

た
藤
岡
で
は
天
明
未
年
に
江
戸
の
飛
脚
屋
木
津
屋
六
左
衛
門
が
出
店
し
た
際
に
仲
間
内
の
得
意
先
争
か
ら
油
単
を
奉
仕
し
た
が
'
文
化
元

年
に
こ
れ
を
廃
止
し
た
の
を
続
け
る
｡
そ
し
て
青
物
は
休
む
が
拠
ろ
な
い
と
き
は
相
談
の
う
え
両
名
前
に
す
る
｡
年
礼
は
扇
子

の
み
と

L
t
暑
気
見
舞
は
や
め
歳
暮
は
松
魚
'
塩
引
'
数
子
に
限
る
｡
ま
た
盆
中
に
一
度
は
店
方
に
肴
遣
物
を
す
る
が
'
こ
れ
は
従
来
藤
岡
で
は

島
屋
が
鯨
'
近
江
屋
が
素
麺
を
贈
っ
て
い
た
の
に
代
え
た
の
で
あ
る
｡

そ
れ
か
ら
武
州
寄
井
'
大
宮
の
三
井
初
荷
の
時
に
は
酒
弐
升
を
贈
る
が
'
肴
は
つ
け
な
い
｡
道
中
歳
暮
金
の
割
合
は
為
登
駄
で
計
算
す

る
が
'
こ
れ
に
紅
花
荷
物
は
加
え
な
い
｡

】
○

桐
生
家
法
帳

｢桐
生
店
家
法
帳
｣
は
京
屋
の
京
都
'
江
戸
の
本
店
か
ら
桐
生
店
に
宛
て
た
も

の
で
'
巻
頭
に

｢宜
御
御
添
削
御
認
可
被
下
僕
奉
頗
上

倹
し
と
あ
り
'
筆
者
は
富
田
金
蔵
と
推
測
さ
れ
る
｡
下
書
と
恩
ほ
れ
る
の
で
現
場
の
実
情
を
示
す
か
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

全
体
は
三
〇
項
か
ら
成
立
っ
て
お
り
'
ま
ず
公
儀
御
法
度
と
領
主
御
制
禁
を
守
る
べ
き
事
を
述
べ
'
役
人
中
と
御
本
家
へ
の
心
得
と
火

の
用
心
を
'
さ
ら
に
博
突
'
冨
札
の
禁
止
に
ふ
れ
て
い
る
｡
つ
ぎ
に
得
意
と
の
応
対
に
つ
き
'
業
務
関
係
で
は
客
が
荷
物
を
持
参
し
た
時

は

｢貫
目
等
得
と
相
改
'
定
貸
銀
達
不
中
桟
算
当
致
可
申
受
侯
'
通
付
貸
シ
分
ハ
得
と
軸
置
可
申
'
中
二
は
御
通
と
出
方
御
名
前
違
候
事

も
有
之
侯
得
ハ
'
直
二
帳
面
へ
何
れ
之
御
通
へ
貸
と
記
置
可
申
事
｣
と
あ
り
'
ふ
り
か
か
り
に
持
参
さ
れ
た
荷
物
は

｢貸
銀
只
今
御
払
被

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋
(藤
村
)

二
四
七



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
四
八

下
僕
か
と
申
上
供
ハ
心
得
違
二
侯
'
直
に
何
程
と
中
上
成
文
貸
二
不
相
成
候
様
現
金
二
可
申
受
候
｣
と
あ
る
｡
そ
し
て
届
先
が
脇
道
に
入

る
か
'
取
次
が
必
要
な
場
合
の
先
払
荷
物
は
一
切
断
る
｡
つ
ぎ
に

｢書
状
之
類
'
現
金
貸
入
聯
之
儀
二
侯
得
共
'
家
業
鉢
第

一
之
徳
分
二

可
有
之
侯
得
ハ
｣
客
を
大
切
に
す
る
事
を
求
め
'
さ
ら
に
桐
生
と
そ
の
在
'
及
び
大
間
々
'
足
利
な
ど
を
廻
る
に
際
し
て
は
屑
物
受
取
物

を
念
人
に
改
め

｢成
文
ケ
賃
銭
現
金
二
可
申
受
事
'
集
帳
二
相
記
金
銀
荷
物
二
至
迄
帳
場
へ
差
出
し
押
切
印
形
受
取
可
申
事
｣
と
し
'
夜

の
不
用
心
の
セ
め
手
廻
り
を
早
く
し
て
戻
る
事
を
求
め
て
い
る
｡

1
殻
的
事
務
に
つ
い
て
は
先
づ
雨
濡
'
抜
荷
防
止
の
た
め
荷
作
り
を
町
噂
に
す
る
等
'
次
ぎ
に
江
戸
六
斎
と
京
都
下
り
荷
物
が
到
着
し

た
時
は
早
く
配
達
し
'
手
板
合
方
に
注
意
す
る
事
を
求
め
て
い
る
｡
六
斎
入
荷
の
と
き
貸
銀
を
受
取
っ
た
場
合
に
は

｢取
入
帳

へ
相
印
'

勘
定
帳
へ
差
出
し
押
切
印
形
相
改
｣
か
が
'
金
銭
受
取
に
は
い
ず
れ
も
こ
の
手
続
が
必
要
で
'

｢後
日
二
相
成
'
右
帳
面
へ
相
即
無
之
無

証
育
三
而
ハ
受
取
人
弁
約
二
相
成
侯
事
｣
を
定
め
て
い
る
｡
手
形
引
春
物
の
着
不
着
が
問
題
に
な
る
事
が
多
い
の
で
確
認
が
必
要
で
'
為

替
荷
物
は
京
都
問
屋
衆
の
差
図
通
り
に
取
計
ら
い

｢柳
春
込
貸
し
先
渡
し
｣
な
ど
は
行
な
は
な
い
.I

帳
場
の
者
は
書
損
じ
'
貸
し
上
落
し
の
な
い
よ
う
に
心
掛
け
る
べ
き
で
'

｢掛
方
二
季
二
残
り
侯
分
ハ
店
卸
前
二取

入
:
相
成
侯
｣
様

に
し
'
春
は
二
月

一
〇
日
'
秋
は
八
月

一
〇
日
迄
に
横
帳
仕
立
に
し
て
江
戸
店
に
提
出
す
る
｡
金
銭
出
入
に
つ
い
て
は
五
∵
十
の
日
に
支

配
人
と
後
見
が
立
合
い
改
め
る
｡
時
貸
は
拠
な
い
得
意
で
も
断
り
'
当
座
仮
帳
は
使
用
せ
ず
'
本
帳
に
記
入
す
べ
き
で
あ
る
.
-

普
請
'
修
榎
は
一
同
相
談
で
行
な
う
が
t
.普
請
に
つ
い
て
は
江
戸
'
京
都
両
店
の
差
図
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
道
具
は
店
持
品

を
帳
面
に
つ
け
点
検
し
'
貸
出
分
は
帳
面
に
つ
け
て
お
き
催
促
す
る
必
要
が
あ
る
｡
荒
物
'
勝
手
入
用
晶
は
適
当
な
も
の
を
手
持
に
整
え

る
が
'
古
純
音
蓮
は
捨
て
ず
に
使
用
す
る
｡

そ
し
て
使
用
人
に
つ
い
て
は
二
階
'
土
蔵
な
ど
の
掃
持
t
信
心
と
御
先
祖
様
忌
日
の
精
進
を
述
べ
'
勤
務
中
に
他
出
す
る
時
は
支
配
人

に
断
り
出
刻
帰
刻
を
届
け
る
が
'
そ
の
際
に
私
用
を
兼
ね
て
は
な
ち
ぬ
｡
私
用
も
届
出
て
夜
五
ツ
時
限
り
帰
ら
ね
ば
越
度
で
あ
る
｡
食
事



衣
類
は
分
限
相
応
に
す
べ
き
で
'
酒
は
平
日
禁
酒
'
客
に
は
出
す
が
御
相
手
が
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
｡
暇
の
時
は
家
業
第

一
に
心
掛
け
'

つ
ぎ
に
算
筆
稽
古
を
し
子
供
に
も
教
え
る
｡
そ
し
て
倹
約
を
勧
め
る
が
'

｢昏
ハ
し
わ
き
と
云
ハ
白
紙
な
ら

で
は
済
さ
る
を
反
古
を
用

ひ
'
亦
費
と
言
は
反
古
に
て
済
焼
串
ヲ
白
紙
ヲ
狽
二
つ
か
ひ
'
又
ハ
燈
二
両
も
用
事
済
侯
ハ
ヽ
燈
心
ヲ
へ
ら
し
'
丙
口
を
片
口
こ
い
.il
レ

侯
杯
こ
そ
'
費
を
い
と
ふ
と
申
も
の
な
る
べ
し
｣
と

し
て
事
を
い
ま
し
め
て
い
る
｡

.
最
後
に
1
統
が
家
法
を
守
る
事
'
著
し
守
ら
な
い
者
が
あ
れ
ば
宿
下
げ
に
し
1
再
勤
は
店
に
と
り
拠
ろ
な
い
御
方
の
御
挨
拶
で
も
許
る

さ
な
い
.
逆
に

｢十
ヶ
年
無
事
二
被
相
勤
倹
ハ
ヽ
中
登
申
付
'
弥
首
尾
能
重
年
被
相
勤
倹
者

へ
ハ
'
多
少
御
恩
賞
も
可
被
下
密
事
｣
と
し

て
い
る
｡

一

一

収

支

京
屋
藤
岡
店
の
天
保

一
〇
年
七
月

｢店
知
勘
定
｣
の
う
ち
収
入
は
第

二
二
表
'
支
出
は
第

一
四
表
'
預
口
は
第

一
五
表
'
貸
方
は
第

一

六
表
で
あ
る
｡
各
項
の
原
記
載
集
計
額
は
収
入
が
金
三
九
四
両
二
分
二
朱
'
銭
九
九
六
文
六
七
三
文
'
収
出
が
金
七
二
1
両
三
分
二
朱
'

銭
九
九
六
貫
九
三
九
文
'
預
口
が
金
三
三
三
六
両

一
分

一
朱
'
銭
七
貫
九
二
七
文
'
貸
方
が
金
二
七
〇
二
両
二
分
二
朱
'
銭
七
貫
二
六
五

文
で
あ
tる
か
ら
収
支
差
引
金
三
二
七
両

一
分
･
銭
二
八
二
文
不
足
'
預
貸
差
引
金
六
三
三
両
,
銭
三
五
八
文
不
足
で
あ
る
｡
こ
れ
に
表
外

の
有
金
残
金
四

1
両
二
分
二
朱
'
銭
三
二
〇
文
を
除
い
た
金
五
六
五
両
二
分
'
銭
三
八
文
が
不
足
で
あ
る
｡
記
載
中
に
み
ら
れ
る
金

1
両

に
付
き
銭
六
貫
七
〇
〇
文
の
割
合
で
換
算
し
て
表
記
し
た
｡

第

1
三
表
の
収
入
で
は
京
都
関
係
の
懸
人
が
六
四

･
七
%
と
最
大
で
'
現
金
扱
い
の
江
戸
関
係
の
う
ち
江
戸
帰

1
八
･
六
%
'
江
戸
行

五
･
〇
%
'
江
戸
取

丁

六
%
で
あ
り
'
為
登
分
は
九

･
三
%
'
上
州
店
関
係
が
〇
･
七
%
と
な
っ
て
い
る
｡
第

1
四
表
の
支
出
で
は
運

輸
部
門
が
六
九

･
1
%
'
非
運
輸
部
門
が
三
〇
･
九
%
に
大
別
さ
れ
る
｡
飛
脚
持
金
と
し
て
京
都
分
三
六
､･
〇
%
1
江
戸
行
分
六

･
九

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
四
九



第13表 天保10年7月京屋藤岡店
収入表

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

江戸帰〆高 353,990文

江戸帰揚道中取 338,943

懸 入 1996,055

音 感 入 411,156

江 戸 取 60,855

江戸行寄銭道中取 186,913

為 登 寄 銭 347,550

高b藤取過 12,853

桐生♂藤取過 4,Ⅰ70

京3藤取過 7,668

二
五
〇

%
'
江
戸
帰
分
六
･
六
%
'
江
戸
廻
為
登
分
一
･
八
%
で
上
州
関
係
駄
賃
二
･
七
%
と
江
戸

配
貸

1
･
一
%
が
あ
る
｡
馬
屋
払

1
･
七
%
'
荒
物
'
草
牲
代
九
･
1
%
が
加
は
っ
て
運
輸

部
門
を
構
成
し
て
い
る
｡

つ
ぎ
に
利
足
払
七
･
〇
%
'
年
賦
払
〇
･
1
%
が
あ
り
'
旦
那
様
上
納
は
白
木
屋
を
さ
し

て
い
る
i
J思
は
れ
る
が
'
林
玲
子
氏
の
研
究
に
よ
る
と
白
木
屋
は
江
戸
の
京
屋

(室
町
店
)

に

｢開
店
以
来
年
々
定
め
の
入
金
を
な
し
'
手
代
も
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
｡

一
方
室
町

店
は
火
事
見
舞
や
店
開
き
の
際
の
手
伝
い
等
は
'
市
谷
店
そ
の
他
の
分
店
と
同
じ
よ
う
に
差

(61
)

出
し
て
い
る
の
で
'
ほ
と
ん
ど
分
店
に
近
い
関
係
｣
の
由
で
あ
る
｡
つ
い
で
給
金
仕
着
が
五

第14表天 保10年7月京屋藤岡店支出 表
文

利足払 422,590

年賦払 629

旦那様上納 234,500

名古屋年礼 20,453

京都路用進物66,299

弁金払 11,410'

賢覧諸 仏等違 ,463
25,747

御得意音信 26,725
普請入用 24,428

諸道具 ･53,735

米代 248,772

耗筆墨 84,414

内小道 46,857

客来入用 83,150

炭薪 47,605

味噌香物 55,622

茶水油 30,465

給金仕着 348,271

薬代 9,509

文
為登持金 2162,389

江戸行持金 395,025
仲間払 23,147
江戸帰持分芦83,550
江戸酉己貸 66,276
江戸廻為登金 110,550
馬屋払 100,463
兼/ト駄賃 24,064
南小駄貸 56,562
西/ト駄賃 42,305
熊谷駄貸 13,225
桐生上田駄 賃24,536
荒物代 538,550
革軽代 9,584

･
八
%
で
'
こ
れ
を
含
め
た
店
用
分
が

一
八
･
〇
%
に
な

る
｡第

1
五
表
の
預
口
'
す
な
は
ち
借
金
で
望
月
御
本
店
預

が
四

一
･
七
%
で
最
も
大
き
く
'
家
内
積
金
が

二
二
･
二

%
で
こ
れ
に
つ
ぐ
｡
他
に
日
本
橋
御
店
分
〇
二
二
%
も
み

え
て
お
り
'江
戸
桐
生
関
係
五

･
三
%
'江
戸
配
貨
〇
二
二

%
'
江
戸
店
為
登
分
〇
･
三
%
と
京
下
り
貸
〇
･
一
%
'

京
荒
物
代
〇
･
五
%
が
注
目
さ
れ
る
｡
米
原
積
金
の
性
格

は
明
ら
か
で
な
い
｡
原
田
四
郎
左
衛
門
は
本
国
江
州
蒲
生

(62
)

郡
八
幡
町
の
人
で
藤
岡
で
は
醸
造
業
を
営
ん
で
い

る

｡

つ



第15表 天保10年7月京屋藤岡店預口表

176

350

393

215

叫

000

350

M

350

375

613

899

000

000

000

500

㈱

純

一

l

一

I

l

I

I

l

'

l

I

I

'

l

l

一

l

●

27

3

4

16

67

67

70

67

3

8
,
7

1

0

7

7

3

5

3

1

1

7

6

6

3

7

1

1

6

61

文
2811,475 周助差引預

365,750 和助差引預

340,000 民蔵預

29,480 子飼四人預

1072,000 江戸配宜見積

33,500 戊亥盆前預同亥盆前分

219,877 江戸店為登貸預

1340,000 日本橋御店年賦預

65,738 中屋半兵衛殿年賦預

67,000 高橋源七殿年賦預

2,007 京下り貸預

670,000 京荒物代預

8850,700 渡辺伊兵衛殿

1044,350 中沢新七

877,700 田部井太兵衛

288,100 山田忠八

73,700 帳合預

92,950 上納残

家内積金

店有物

原田四郎左衛門殿預

同利足

江戸店桐生分

桐生分江戸店預

利足

富田金蔵預

惣基手当

松村おきの殿預

同利足

土屋惣兵衛殿預

京御本家預

仲間積金

為登駄引
米原積金

寺無尽

高椿周助預

(63
)h

ぎ
に
松
村
き
の
は
藤
岡
の
絹
宿
に
松
村
氏
が
あ
る
が
､
こ
れ

と
の
関
係
は
不
明
で
'
土
屋
惣
兵
衛
'
中
屋
半
兵
衛
'
高
橋

源
七
'
渡
辺
伊
兵
衛
に
つ
い
て
は
手
懸
が
な
い
｡
彼
等
の
分

は
利
足
を
含
め
て
五
･
四
%
に
当
る
｡
つ
ぎ
に
高
橋
周
助
な

ど
姓
名
に
殿
が
つ
か
な
い
者
'
及
び
名
前
丈
け
の
者
と
子
飼

の
者
は
奉
公
人
で
七
･
七
%
に
な
る
｡
惣
基
手
当
と
寺
無
尽

は
好
意
的
に
預
っ
た
も
の
で
'
さ
き
の
奉
公
人
分
の
l
部
に

も
同
様
の
性
格
が
あ
る
｡
こ
の
他
に
利
足
-
･
〇
%
'
帳
合

預
七
･
九
%
'
上
納
残
〇
二

%
が
注
目
さ
れ
る
｡

.

第

一
六
表
の
貸
方
の
う
ち
で
は
旧
貸
帳
方
五
九
･
八
%
'

前
貸
帳
三
･
九
%
が
注
目
さ
れ
る
｡
前
貸
帳
記
載
分
と
本
項

目
の
貸
金
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
9
京
都
関
係

l
l
･
七

%
'
江
戸
桐
生
関
係
四
･
九
%
'
高
崎
関
係

-
二

t%
で
あ

り
'
京
店
日
本
橋
御
店
は
白
木
屋
で
京
屋
の
京
都
相
仕

(近

江
屋
孝
三
郎
)
の
l
部
を
負
担
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
p
御
地

頭
所
無
尽
は
附
合
は
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
｡
青
田
半
兵
衛
は

前
述
の
通
-
絹
宿
で
'
彼
を
含
め
た
九
名
分
は
三
･
〇
%
に
当
る
｡
つ
ぎ
に
横
山
和
平
は
文
政
四
年
藤
岡
町
の
宗
門
御
改
帳
に
望
月
屋
の

(64
)

後
見
で
'
天
保
六
年
に
は
見
当
ら
な
い
｡
高
橋
周
助
'
岡
田
五
郎
右
衛
門

中
沢
新
七
は
恐
ら
く
奉
公
人
で
'
金
蔵
外
二
一
名
分
と
共
に

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋
(藤
村
)



第16表 天保10年7月京屋藤岡店貸方表

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋
(藤
村
)

文
7,897 髪結万古 20,100

秩父蛭子久兵衛殿 33,500

6,742 吉田半兵衛殿外7人 383,063

8,375 横山和平外6人 717,028

200 金蔵外21人 791,532

864,300 御店年賦江戸店 23,450

750,274 亥盆前有物代 52,750

ll,920 丁内若衆 13,400

23,450 丁内石橋代 10,050

158,631 馬士連中 153,056

670,000 馬士拝借金 16,750

284,915 前貸帳 530,369

2,500 旧貸帳 8224,987

三峰代参焚上料共

京店-

白木屋文右衛門殿

今井喜市殿麻代 "

飛蔽7円殿火打代

京四番差引尻

五番京差引

ツ印京取

京店日本橋御店年賦

高崎店差引

江戸桐生店

御地頭所無尽1.
保美船場

二
五
二

奉
公
人
関
係
は
一
一
･
〇
%
に
当
る
｡
そ
の
他
に
町
内
関
係
〇
･
五
%
'
馬
士

分

一
･
二
%
な
ど
あ
り
'
保
美
船
場
は
上
州
鬼
石
附
近
に
あ
り
秩
父
往
還
の
法

(65
)

場
で
あ

る

｡

こ
れ
ら

｢店
卸
勘
定
｣
の
各
項
目
を
比
叡
す
る
と
'
ま
づ
上
州
関
係
三
店
分

に
つ
い
て
収
入
の
際
に
差
引
し
て
計
上
し
て
い
る
の
に
'
貸
方
で
約
八
三
〇
貫

目
貸
が
あ
る
｡
前
者
が
藤
岡
店
の
適
職
部
門
の
計
算
で
後
背
が
金
融
的
な
も
の

か
は
推
測
の
域
を
出
な
い
｡
つ
ぎ
に
京
都
分
約

一
六
三
〇
貫
月
貸
は
恐
ら
く
懸

入
分
の
未
進
で
あ
り
'
京
四
番
'
五
番
と
あ
る
事
は
こ
の
半
率
に
荷
物
が
六
番

迄
は
送
ら
れ
て
い
な
い
事
を
示
し
て
い
る
｡
京
都
'
江
戸
方
面
共
に
中
仙
道
各

地
宛
荷
物
の
輸
送
は
左
程
多
量
で
な
い
｡
ま
た
江
戸
布
に
比
較
し
て
帰
分
は
約

倍
に
当
る
｡
支
出
の
と
こ

ろ
で
飛
脚
持
金
に
よ
渇
主
点
都
宛
荷
物
の
経
眉
は
江

戸
経
由
を
余
り
と
っ,て
い
な
い
｡
江
戸
配
貨
は
借
方
で
殆
同
額
の
配
貨
見
積
を

計
上
し
て
お
り
'
各
半
季
毎
に
現
金
後
払
で
あ
る
が
'
こ
れ
と
登
戸
駄
賃
9
現

金
級
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
｡
ま
た
江
戸
廻
為
登
金
は
約

二

〇
貫
目
で
江

戸
店
為
登
貸
預
約
七
Q
貫
目
が
預
口
に
あ
る
.
従
っ
て
約
六
割
が
江
戸
席
に
支

払
は
れ
残
分
は
京
都
で
の
取
引
が
す
ん
で
か
ら
支
払
は
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡.I.

京
都
分
打
つ
い
Lて
も
為
登
駄
賃
引
約
八
八
〇
貫
目
と
京
下
ーり
賃
預
約

1
七
貫
目
が
預
口
に
為
る
｡
瀧
者
は
為
登
持
金
と
合
計
し
た
駄
賃
の

二
八
･
九
%
に
当
る
が
'
何
様
な
関
係
で
借
金
に
な
っ
ーた
か
は
不
明
で
'
上
州
関
係
借
金
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
｡
荒
物
代
望
月
部
分



約

二

〇
貫
目
が
借
金
の
た
め
全
体
の
1
七
･
二
%
が
借
金
に
な
る
｡
こ
れ
も
荷
主
の
都
合
で
肩
代
り
し
洗
済
後
に
支
払
iJ
な
る
の
だ
ろ

う
｡
仲
間
関
係
で
は
二
･
二
%
が
支
払
は
れ
て
い
る
化
過
ぎ
な
い
｡
こ
の
仲
間
が
何
処
の
飛
脚
問
屋
仲
間
か
は
明
き
ら
か
で
な
い
｡

つ
ぎ
に
利
足
は
そ
の
三
四
･
二
%
が
未
進
で
あ
る
｡
利
率
を
一
割
-
一
割
五
分
と
す
る
と
元
金
は
約
四
-
六
〇
〇
〇
茶
目
に
な
る
｡
年

賦
私
は
極
め
て
少
額
で
あ
り
'
白
木
屋
分
化
は
約
八
九
三
〇
貫
目
の
借
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
｡
借
方
二
二
三

三
貫
目
余
の
う
ち
何
の

部
分
が
こ
の
利
足
の
元
金
に
当
る
か
｡
そ
れ
と
も
第

一
五
表
以
外
に
借
金
が
あ
る
の
か
'
収
入
三
七
二
〇
貫
目
余
に
対
し
て
運
輸
部
門
支

出
の
み
で
四

1
五
〇
貫
目
余
に
及
ぶ
か
ら
'
こ
れ
は
持
金
の
出
所
と
も
関
連
し
て
経
営
の
基
本
的
性
格
に
P
及
ぶ
問
題
だ
が
現
在
の
と
こ

(66
)

ろ
不
明
で
あ
る
｡
こ
の
点
は
文
政

一
〇
年
京
都
糸
絹
問
屋
の
Ar荷
主
持
切
商
満
｣
セ
現
金
精
算
化
の
影
響
と
瀕
に
今
後
検
討
し
た
い
｡
･t

な
お
京
屋
と
白
木
屋
と
の
関
係
は
'
天
保

一
二
年
以
来

｢室
町
京
屋
店
井
二
関
東
田
舎
店
々
京
都
近
孝
店
大
損
財
之
儀
二
付
'
京
都
御

店
江
戸
御
店
共
其
太
之
損
出
金
有
之
侯
二
付
･
御
商
売
鉢
諸
仕
入
向
行
届
不
(3
㌻

有
様
に
白
木
屋
が
な
っ
た
の
を
機
会
に
次
ぎ
の
申
合

(68
)

せ
が
な
さ
れ
た
｡

永
代
譲
渡
中
英
体
之
事

1
関
東
向
定
飛
脚
店
々
七
ヶ
所
相
始
侯
以
来
｣
多
分
之

_入金
致
'
貴
殿
名
前
を
以
儲
世
相
続
仕
来
侯
待
井
'
今
般
対
談
之
上
'
永
代

譲
渡
申
所
実
正
也
'
然
ル
上
は
右
店
々
家
財
家
蔵
菜
体
共
'
向
後
違
乱
之
儀
毛
頭
無
之
候
'
為
後
証
永
代
談
状
伽
如
件

天
保
十
四
卯
年

ー
閏
九
月

久
右
衛
門
殿
事

･
京
屋
弥
兵
衛
殿

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋
(藤
村
)

譲
人

白
木
屋
晴

三

郎

証
人

白
木
屋
八
郎
兵
衛

同

近
江
屋
孝

三

郎

二
五
三



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

三
五
四

し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
両
者
の
関
係
が
完
全
に
絶
断
し
た
訳
で
は
な
い
｡
嘉
永
元
年
藤
岡
京
屋
弥
兵
衛
の
奉
公
人
金
蔵
か
ら
白
木
屋
の

大
橋
伝
兵
衛
'
糟
測
清
七
宛
の
原
書
に
は
'
天
明
七
年
江
戸
の
十
七
屋
孫
兵
衛
'
京
都
の
近
江
屋
五
兵
衛
が
退
転
し
た
際
に
藤
岡
店
も
逼

塞
し
た
が
'
寛
政
元
年
近
江
屋
嘉
平
次
と
名
義
を
改
め
開
業
し
た
｡
十
七
屋
は
白
木
屋
に
大
借
が
あ
っ
た
の
で
'
債
務
を
引
継
ぎ
寛
政
四

年

1
五
両
'
翌
年
か
ら
年
二
〇
両
宛
返
済
す
る
事
と
L
t
出
金
は
京
都
店
七
両
'
近

戸
店
七
両
'
藤
岡
店
六
屑
の
割
合
で
あ
っ
た
｡
文
化

七
年
に
店
名
を
京
屋
弥
兵
衛
と
改
め
て
も
同
様
に
履
行
し
弘
化
四
年
ま
で
に
金

一
一
一
五
両
を
返
し
た
が
'
同
年
頃
に
は
京
都
店
の
三
力

年
分
は
藤
岡
店
の
立
替
で

｢当
店
も
近
来
諸
店
様
方
御
荷
物
先
年
ト
ハ
相
喝

道
中
物
入
多
'
雑
骨
は
相
増
店
相
続
出
来
兼
'
旦
那
様
御

上
納
茂
半
減
二
御
願
中
上
侯
程
之
仕
合
二
御
座
候
'
其
上
京
都
不
納
分
迄
引
諸
侯
而
ハ
'
弥
々
難
渋
相
重
侯
間

(中
略
)
五
ヶ
年
之
開
半

減
納
｣
を
願
っ
て
い
る
が
'
結
果
は
明
ら
か
で
な
い
｡

l
二

永
世
富
田
金
蔵

A)
れ
迄
甚
だ
雑
滞
で
あ
る
が
上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋
に
つ
い
て
判
明
す
る
所
を
記
る
し
て
来
た
｡
最
後
に
再
び
京
屋
藤
岡
店
の
奉
公

人
の
一
人
で
あ
る
永
世
富
田
金
蔵
に
帰
え
る
事
に
す
る
｡
彼
は
文
政
四
'
天
保
六
年
の
藤
岡
町
の
宗
門
人
別
御
改
帳
に
よ
る
と
後
見
役
で

(69
)

あ

り

T

現
在
の
富
田
家
の
屋
号
は
京
屋
で
あ
る
｡
そ
し
て
彼
は
死
に
至
る
迄
勤
務
し
た
事
実
も
あ
る
か
ら
'
相
当
に
出
世
し
た
の
で
あ
ろ

(70)
久

ノ○

(71
)

富
田
家
の
系
図
は
次
京
の
通
り
で
あ
り
'
右
肩
番
の
数
字
は
同
家
で
称
し
て
い
る
代
数
で
あ
る
｡

つ
ぎ
に
富
田
家
の
持
高
は
天
明
三
年
卯
三
月

｢名
寄
帳

は
け
は
た

清
吉
L
に
よ
る
と
'
田
畑
合
六
反
二
二
歩
'
此
永
三
六
五
文
で

あ
る
｡
富
田
家
に
現
存
す
る
質
地
証
文
は
第

l
七
表
'
借
金
証
文
は
第

t
八
表
の
通
り
に
な
る
｡
前
者
に
は
前
記
系
図
に
見
当
ち
な
い
宛

名
の
証
文
を
若
干
含
み
'
後
者
に
は
関
係
不
明
の
明
和
こ
'
文
化

t
四
年
の
証
文
が
入
っ
て
い
る
｡
な
お
丙
表
共
に
括
弧
を
附
し
た
数
字



さ 清4

:I- -:一
金 せ

顧 TTq ん

l穀
清 色 6

千明
拍
九
薮

7

8

9

10

11

12

才
明
細
融

鑑
鮎

封

射

光
-

銀

蔵
-

重

荷
-

光

男

明
治
一
三
孜

7

放

よ
｢い
~

和

書

明
治
二
友

は
富
田
家
が
質
地
に
出
し
'
借
金
を
し
た
も
の
を
示
す
｡
こ
れ
に
よ
る
と
'
富
田
家
は
天
明
期
に
は
家
計
が
苦
る
し
く
土
地
の
放
出
と
借

金
を
繰
返
し
て
い
る
が
化
政
期
に
は
回
復
し
は
じ
め
'
天
保
期
に
は
か
な
り
の
土
地
集
積
を
行
な
っ
て
い
る
｡
つ
ぎ
に
同
家
の
天
保
四
年

の
年
貢
諸
役
の
内
訳
は
第

一
九
表
の
通
り
で
'
質
分
が
六
割
に
及
ん
で
い
る
か
ら
'
天
明
前
後
の
貸
地
を
取
戻
し
'
借
金
を
返
済
し
た
上

で
更
に
相
当
額
の
金
子
を
土
地
に
投
入
し
て
い
る
｡
天
明
三
年
持
高
永
三
六
五
文
は
天
保
四
年
に
は
永
四
四
三
文
七
分
に
増
加
し
て
い
る

が
'
そ
の
う
ち
質
分
は
永

一
四
七
文
九
分
で
あ
る
か
ら
天
明
期
同
家
の
困
窮
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
が
金
蔵
を
し
て
藤
岡
へ
奉
公

に
出
さ
せ
た
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
｡

そ
し
て
富
田
家
の
家
計
の
回
復
は
'
金
蔵
の
地
位
の
向
上
す
る
時
点
と
合
致
す
る
か
ら
'
そ
の
収
入
の
或
る
部
分
は
郷
里
の
家
に
遊
元

し
て
い
る
｡

天
明

〓

7年
火
災
に
よ
り
秩
父
の
家
屋
'
土
蔵
が
焼
失
し
た
が
金
蔵
は
こ
れ
を
再
建
し
た
｡
富
田
銀
蔵
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
彼
は
百

姓
仕
事
を
し
た
事
の
な
い
人
で
あ
る
か
ら
'
家
屋
は
二
階
の
天
井
が
低
く
幾
家
向
き
で
な
い
｡
土
蔵
は
従
来
の
白
壁
が
縁
起
が
怒
る
い
と

(72
)

し
て
黒
壁
に
し
た
と
ゆ
う
｡
上
州
の
商
家
は
黒
壁
の
土
蔵
作
り
で
あ
る
か
ら
'
こ
れ
は
彼
が
郷
里
に
上
州
の
商
家
を
再
現
し
た
の
で
は
あ

(73
)

る
ま
い
か
｡
こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
り
金
蔵
は
五
代
で
は
あ
る
が
'
柳
田
国
男
氏
の
ゆ
う

｢御
先
祖
｣
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
｡

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋
(藤
村
)

二
五
五



天
保

1
四
年
八
月
に

｢武
州
秩
父
郡
太
田
村
百
姓
金
蔵
｣
は

｢若
年
才
他
国
江
奉
公
稼
罷
出
侠
処
'
実
体
二
相
勤
'
年
来
主
家
為
筋
取

斗
出
精
罷
在
'
町
方
之
奉
公
致
奉
か
う
学
問
之
心
懸
ケ
茂
厚
'
殊
二
日
分
在
所
二
罷
在
侯
家
族
共
'
其
外
親
類
組
合
村
役
人
江
茂
陸
敷
百

姓
相
続
罷
在
侯
段
相
聞
'
軽
身
分
常
々
心
得
方
宜
奇
特
之
事
｣
と
し
て
'
御
褒
美
金
弐
百
疋
を
下
さ
れ
'
其
身

一
代
村
役
人
並
年
寄
の
役

第17表 富田家現存質地証文表

年 代L画 金 額l田 畑 山林 l 永

享保8-21

元文2.-6

寛 保 元

天明2-3

寛 政 2

文化11-12

文政2.-6

天保3-ll

弘 化 4

慶 応 3

明 治 3

畝歩 畝歩 所
7-22 10-26 山1

8-や 25119

3-28

(21-22)

(5-4)

2-3 山1

10-22 3-18

7-12 33-27 林1

1-14

5-19 1-4

1:卜0

第18表 富田家現存借金証文表

年 代件数金 _戟

抵 当明 和 2 1 両分朱 銭 _文1-0-0

竹薮 1所天明 2-8 3 (17-2-0)

2斗6升蒔小林山1寛 政 10 1 (1

-0-0) ′ト林3升蒔 ､享 和 2 1 (6-3-

2 650)文 化 14 1 1-2-

0第19表 天保4年富田家

年貢諸役内訳表永

永石 代 108

.0畑 方 39.

9石代質 218.6
畑方質 56.91

47.9 33.3275.5 62.1

′ト物成20.
320



名
を
免
ぜ
ら
れ
'
隔
年
に
年
始
御
礼
を
す
る
よ
う
弛
張
か
ら
申
付
け
ら
れ
た
｡
こ
れ
は
飯
主
の
御
勝
手
向
御
用
金
才
覚
の
前
振

れ
で
あ

る
｡
同
年

二

月
に
才
覚
金
を
命
ぜ
ら
れ
た
｡
太
田
村
名
主
の
用
人
宛
書
状
に
よ
る
と

｢金
蔵
自
分
才
覚
こ
も
難
及
趣
二
而
'
書
状
を
以

同
人
倖
和
書
帰
村
之
上
'
家
内
者
共
江
申
開
侯
処
'
承
知
悪
人
｣
り
勘
弁
を
願
い
'
彼
の
安
産
に
つ
い
て

｢諸
事
質
地
田
畑
共
永
五
百
八

文
持
高
二
御
座
候
'
当
時
家
内
妻
子
共
九
人
二
而
'
奉
公
稼
之
分
足
金
致
常
田
在
侯
'
去
々
丑
ノ
八
月
十
二
日
夜
土
蔵
ぶ
出
火
致
'
家
作

半
分
焼
失
仕
供
し
と
し
'
さ
ら
に

｢右
之
次
第
二
而
'
家
内
之
働
を
以
金
銀
融
通
出
来
可
成
兼
と
奉
存
供
'
且
金
蔵
と
申
者
は
元
来
正
直

弟

一
之
生
二
而
'
融
通
差
略
不
調
法
と
申
喰
二
御
座
候
｣
と
し
て
七
十
歳
に
及
ぶ
事
な
ど
述
べ
て
い
る
｡
余
り
名
主
は
面
識
が
な
さ
そ
う

(74
)

で
あ
る
｡
結
局
金
五
〇
両
を
調
達
し
た
が
'
御
下
ケ
金
は
一
〇
年
賦
御
収
納
の
内
を
も
っ
て
皆
済
と
き
に
引
去
る
事
に
し
た
｡

さ
て

｢群
馬
県
史
｣
に
は
金
蔵
が

｢幼
よ
り
学
を
好
み
'
業
務
の
傍
ら
香
を
読
み
'
橘
千
蔭
'
清
水
浜
臣
等

に
就

い
て
'
国
学
を
修

む
｡
最
も
多
く
黒
川
春
材
に
師
事
す
.
春
材
五
百
人
)
首
を
摂
す
る
に
当
り
'
永
世
の
和
歌
'
共
選
に
入
る
｡
文
政
二
年
'
江
戸
の
歌
人

関
岡
間
事
に
詠
歌
五
千
六
百
首
の
教
を
受
け
'
同
七
年
に
至
る
｡
又
千
種
有
功
卿
に
に
就
い
て
も
'
教
を
受
け
た
り
｡
但
し
永
世
が
郷
土

(75
)

の
地
誌
沿
革
に
興
味
を
有
L
t
之
が
著
述
の
精
力
を
尽
す
に
至
り
L
は
'
聞
革
に
負
ふ
所
大
な
る
可
L
と
索
せ
ら
れ
る
｣
と
あ
る
｡

(76
)

天
保
九
年
序
刊
の
橘
守
部
編

｢下
蔭
集
｣
は
守
部
の
門
人
歌
集
で
あ
る
が
'
そ
の

｢下
蔭
集
初
編
作
者
姓
名
｣
に
は

(上
野
)

永
世

同
国
藤
岡
号
京
屋

富
田
金
蔵

と
あ
り
,
彼
の
和
歌

1
六
二
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
絹

㌃

内
容
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
･
そ
の
う
ち
に

｢京
の
や
と
｡
に
て
｣
と

題
し
て
に
き
は
へ
る
都
も
お
い
し
旅
ね
に
て
猶
ふ
る
郷
の
部
そ
恋
し
き

と
あ
る
の
は
'
彼
が
京
都
に
行
っ
た
時
期
の
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
｡
な
お
守
部
の
門
人
に
は
上
州
の
機
屋
'
摘
商
や
宿
駅
関
係
者
も
い

(78
)

一

る
の
で
'
こ
の
面
で
飛
脚
問
屋
の
営
業
に
便
宜
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
｡

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
五
八

つ
ぎ
に
浅
草
庵
黒
川
春
村
は
上
州
人
で
あ
る
か
ら
繋
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
｡
文
化

二

年
に
彼
が
著

は
し
た

｢
た
び
う
ぐ
ひ
す
｣
に

は

｢風
雅
の
友
達
は
恋
し
き
中
に
も
'･
ま
い
て
我
浅
草
の
連
の
友
達
と
開
け
ば
兄
弟
の
ご
と
思
わ
れ
て
'
小
幡
､
富
岡
'
高
瀬
'
ー下
仁
田

(79
)

わ
た
少
の
連
の
人
々
に

1
た
び
の
た
い
め
は
せ
ま
し
く
｣
と
あ

り
'
上
州
の
同
好
と
の
士
と
の
集
団
=

交
際
が
考
え
ら
れ
る
｡

彼
の
嘉
永
六
年
題
字
及
序
文
の

｢上
野
名
跡
志

初
篇

こ

の
凡
例
に
は
天
保
八
年
頃

｢六
十
に
あ
ま
り
て
物
う
さ
も

一
か
た
な
ら

ぬ
｣
と
し
て
文
政

一
〇
年
頃
か
ら

｢な
り
は
ひ
の
い
と
ま
の
ひ
ま
｣
に
書
物
を
読
ん
だ
事
を
述
べ
へ
ら

い
で

｢
お
の
れ
も
と
よ
り
'
あ
ま

た
し
も
書
を
も
た
ね
ハ
'
な
か
は
ハ
人
の
を
か
り
も
て
見
つ
る
を
'
せ
れ
か
中
に
ハ
い
た
く
ひ
め
持
て
'
た
や
す
か
ら
ぬ
な
と
も
ま
し
れ

刀
,
㌢
る
ハ
の
と
や
か
に
も
と
め
お
き
か
た
-
て
,
い
そ
き
見
る
ま
ゝ
に
｣
と
あ
る
の
は
今
も
昔
も
変
ら
な
い
事
情

だ

ろ
う
｡
そ
し
て

｢縁
起
由
来
記
之
類
ハ
日
録
二
略
｣
亡

し
て
通
計
二
六
〇
余
部
の
引
書
目
録
を
記
る
し
て
い
る
｡･

弘
化
三
年
の
京
都
江
戸
御
店
支
配
衆
に
宛
て
た
退
役
願
の
な
か
で
も
'

｢近
来
御
奉
公
防
之
節
､
年
老
外

二
慰
も
無
御
座
'
軍
書
本
等

少
々
書
見
仕
侯
中
4

上
州
武
州
之
事
見
当
り
侯
ヲ
書
抜
置
'
地
理
ハ
家
業
之
因
.I盲

侯
得
ハ
'
書
集
板
二
致
置
侯
ハ
､
'
少
ハ
国
人
之

為
こ
も
可
相
成
可
申
哉
†
存
'
上
野
名
跡
志
五
巻
北
武
蔵
名
跡
志
弐
巻
相
撰
'
清
書
坂
下
迄
出
来
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
そ
し
て
同
年
頃
江

戸
京
屋
は
類
焼
し
て
い
る
の
で
時
期
が
よ
く
な
い
が
'
横
行
入
用
に
つ
い
て
･tr少
々
者
心
懸
も
有
之
其
外
所
持
之
書
物
書
画
等
払
侯

ハ

ヽ
'
格
別
之
御
損
毛
者
掛
申
間
数
卜
奉
存
侯
間
(中
略
)
彫
刻
板
本
出
来
侯
株
御
憐
懸
之
程
｣
を
厭
っ
て
い
る
｡

と
こ
ろ
で
彼
の
晩
年
に
作
製
さ
れ
'
死
後
に
若
干
書
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

｢所
持
の
品
々
｣
に
記
載
さ
れ
た
書
物
は
第
二
〇
表

の
通
り
で
あ
る
O
分
類
は
原
題
に
よ
る
.
こ
れ
ら
の
書
物
は
箱
八
個
と
行
李
二
個
に
収
め
ら
れ

｢
二
五
〇
部
'
ロ
四
二
'
千
巻
'
又

1
四

〇
冊
｣
と
記
る
さ
れ
て
い
る
が
'
私
の
計
算
で
は
四
四
八
部
'

一
七
六
〇
冊
'
九
三
巻
'
八
枚
に
な
る
｡･刊
本
と
写
本
の
区
別
'
全
巻
数

を
含
む
か
ど
う
か
呆

明
で
あ
る
が
,
国
学
系
統
と
歴
史
地
理
,
和
歌
俳
讐

類
が
鮎

).
此
等
の
内
で
近
世
後
期
の
分
を
,
記
る
さ
れ

た
著
者
名
と

｢同
音
僻
題
虹

に
よ
り
著
者
別
に
示
す
と
'
本
居
宣
長
が
二
1
部
で
最
も
多
く
'
つ
い
で
伴
甫
漢
の
八
部
.
賀
茂
真
淵
の
六



第20表 富田金蔵所持書物表

･賓 車 J.部 ･数

畢国 史 神 事 類 41 冊 巻 枚3

10 93∵年 中 行 事 類 .5

21,物 語 双 紙 類 1

6 ･171:紀

行 ' 類 30 ''25地 理.■名二三軒 119 52■

∴ 2和 歌 60 3

65rl和文井狂文俳文

19 58仮字手か薬類

詞書 28 _ 53翠 書 類 46 96 2

和 訓 和 語 類 畠o 10

8 2姓氏盲 今 人物 20

51 1歌 李 朝 i26

148和 .学

∴雑 雷 50 ,233 1狂歌俳諸寄45
ー
94+才

儒貫岳4:l75

第21表富田金蔵所持衣数道具表

l

1

2

1

1

3

1

1

1

4

6

4

2

1

1

3

き

袋

き

ひ

台

ぷ

入

立

入

入

管

入

袋

め

く

お

題

AS

草

筒

打

硯

中

古

は

手

文

丁

扱
,水

矢

紙

煙

煙

.

金

火

1

3

13

2

12

2

3

1

1

1

1

1
.1

1

2

3

附

袴

袖

袷

折

子

半

物

布

袋

人

数

巻

具

下

引

呂

車

小

羽

惟
締

単

下

足

綿

風

寝

~夜

腰

股

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

部
が
纏
っ
て

い
る
｡
北
村
季
吟
'
滑
水
浜
臣
.･
松
屋
北
条
時
瓢
'

六
樹
国
石
川
雅
望
が
各
三
部
で
'
谷
川
士
消
'
契
仲
'
高
肖
'
綾

足
建
部
掠
55
1.
村
田
奉
唱

杢
網
小
川
平
七
'
棉
守
部
が
各
二
部

あ
り
'
度
会
延
任
'
狩
谷
望
之
'
新
井
白
石
'
関

亭
'
山
岡
汝

明
'
横
井
也
有
'
僧
立
綱
'
揖
取
魚
彦
'
高
大
井

八
積
'
僧

昌

住
'
菅
原
長
根
'
珠
阿
弥
'
侶
春
登
'
稲
彦
'
現
川
半
畔
'
伴
資

規
t
本
居
春
庭
'
松
平
定
信
'
梅
北
若
沖
'
細
井
定
雄
'
小
沢
玄

中
'
侶
竺
慣
'
三
井
高
蔭
'
浅
茅
奄
'
尾
崎
雅
嘉
'
市
川
匡
'
荻

生
茂
卿
が
各

一
部
あ
る
｡
此
等
は
彼
の
読
番

が
本
居
宣
長
系
統
の

も
の
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
｡

or首
に
軌
跡
と
し
て
望

ハ
九
喝

春
画
帖
二
'
色
紙

一
'
短
冊

一
'
諸
名
家
章
固
約

一
〇
〇
枚
'
同
扇
面
約

一
〇
〇
本
'
同
短
冊

約

l
O
〇
枚
'
犀
凪
八
枚
'
文
台

一
が
あ
り
'
そ
の
う
ち
三
幅
は

秩
父
の
生
家
で
焼
失
L
t
四
幅
は
死
亡
時
に
は
秩
父
に
あ
っ
た

｡

一
部
は
京
屋
と
高
崎
の
角
兵
衛
に
売
ら
れ
て
い
る
｡

衣
類
と
道
具
は
第
二
一
表
の
通
り
で
'
そ
の
一
部
に
は

｢焼
'

秩
父
'
常

へ
送
'
細
吉

へ
送
'
相
吉



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

二
六
〇

金
蔵
は
安
政
二
年

二

一月
二

1
日
に
上
州
藤
岡
で
殺
し
た
｡
基
は
秩
父
の
太
田
村
の
自
宅
脇
に
あ
る
｡
前
記
の
遺
産
は
処
分
さ
れ
た
ら

し
く
書
物
金
五

〇
両
'
掛
物
金
二
〇
両
余
の
値
段
が
つ
い
て
い
る
｡
翌
三
年
四
升
未
亡
人
の
富
田
お
芳
に
京
屋
か
ら
そ
の
存
生
中
壱
人
扶

持
が
与
え
ら
れ
た
｡
最
後
に
前
記
天
保

1
0
年
七
月

｢店
卸
勘
定
｣
に
は
金
蔵
は
金
二
〇
〇
両
を
預
け
て
い
る
が
'
こ
れ
ら
の
金
子
の
周

係
は
死
後
も
残

っ
た
ら
し
い
｡
明
治

1
0
年
に
八
代
富
田
金
作
は
藤
岡
店
か
ら
金
三
円
を
受
取
り
証
書
を
藤
岡
か
ら
来
た
二
人
に
渡
し
て

い
る
｡追
記

本
稿
は
昭
和
四
【
年
度
各
個
研
究
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
｡
史
料
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
た
富
田
銀
蔵
氏
'
林
玲
子
氏
'
逓
信
博
物
館
'
･

三
井
文
庫
'
山
梨
県
立
図
書
館
に
感
謝
し
ま
す
｡

註(
1
)

嘉
永
六
年
版
'
明
治
一
八
年
再
版
､
同
三
四
年
再
々
版
が
あ

る
｡
(
｢藤
岡
町
史
｣
九
三
二
貫
)

(
2
)

｢埼
玉
県
史
L
第
六
巻
四
三
七
-
八
貢
に
説
明
が
あ
る
｡

(
3
)

｢群
馬
県
史
｣
第
三
巻
三
〇
九
貫
｡
こ
れ
は
｢上
毛
及
上
毛
人
｣

と

｢上
野
国
人
物
志
｣
に
よ

った
由
で
あ
る
が
'
私
は
こ
の
両
書

を
未
だ
見
て
い
な
い
｡

(
4

)

｢藤
岡
町
史
｣
九
二
四
貫
｡
執
輩
者
は
昭
和
二
七
年
六
月
武
州

秩
父
方
面
に
資
料
調
査
を
な
し
富
田
家
を
訪
問
し
て
い
る
.I

(
5
)

本
稿
で
は
富
田
家
文
書
と
逓
信
博
物
館
所
蔵
文
書
に
つ
い
て
は

特
に
註
記
し
な
い
｡

(
6
)

｢大
日
本
地
誌
大
系
｣
第

一
二
巻
六
六
'
七
l
t
二
二
〇
貴

(
7
)

r藤
岡
町
史
｣
三
〇
七
-
二
三
京

(
8

)

r同
右
｣
七
九
二
貴

(9
)

｢同
右
L
七
九
八
頁

(10
)

｢同
右
｣
八
〇
八
1
九
頁

(
ll
)

｢同
右
｣
七
五
二
貢

(
12
)

林
玲
子

｢江
戸
問
屋
仲
間
の
研
究
｣
1
0
三
文
の
第
二
一
表

｢天
明
初
期
に
お
け
る
上
州
武
州
の
絹
市
取
引
量
｣
に
よ
る
｡

(u
)

｢同
右
｣
二

〇
貢
｡
な
お
同
書

1
〇
九
頁
に
は
大
丸
屋
の
事

例
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
｡

(
14
)(
15
)

｢内
寄
会
評
儀
留

弐
番

会
所
｣

(
三
井
文
庫
所
蔵
文

書
)
に
よ
る
｡

(
16
)

｢定
飛
脚
問
屋
頗
済

l
件
｣

(
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
)

に
よ
る
｡
な
お
宇
野
惰
平
氏
の

｢定
飛
脚
問
屋
の
公
許
｣
(｢重
点

女
子
大
学
附
属
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
｣

一
九
巻
一
二
五
貢
)
に

は
逓
信
博
物
館
所
蔵
の
別
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
に
よ
る

と
'
西
上
州
飛
脚
定
日
の
所
に
は

｢場
屋
佐
右
衛
門
'
大
坂
屋
茂



兵
衛
｣
と
あ
り
'
そ
の
他
の
点
に
も
少
し
相
違
が
あ
る
｡

｢島
屋

佐
右
衛
円
家
声
録
｣
は
延
孝
二
年
以
後
の
一
時
期
に
つ
い
て

｢大

坂
屋
茂
兵
衛
才
今
い
つ
ミ
の
得
意
を
こ
し
ら
へ
'
桐
生
飛
脚
を
初

し
か
と
'
人
々
帰
伏
な
く
て
引
ぬ
｣
と
し
て
い
る
｡
こ
の
時
点
の

事
を
示
し
て
い
る
か
と
も
息
ふ
が
'
相
仕
関
係
を
考
え
れ
ば
十
七

屋
孫
兵
衛
と
考
え
る
可
き
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

(
17
)

嘉
永
年
間
の

｢甲
府
店
発
起
井
仕
法
帳
｣

(山
梨
県
立
図
番
館

蔵
)
に
抹

r堺
町
白
木
屋
御
店
｣

r京
堺
町
旦
那
様
J
と
あ
る
か

ら
京
都
の
白
木
屋
で
あ
る
｡

(
18
)

r桐
生
練
物
史
)
上
巻
三
二
八
-
九
貢

(
19
)

放
け
公
事
に
な
っ
た
事
に
つ
い
て
'
京
屋
で
は

｢名
前
人
取
究

無
之
'
願
書
之
和
事
無
之
故
也
､
右
こ
こ
り
て
何
事
に
よ
ら
す
永

代
帳
二
控
ぺ
L
t
又
名
前
人
ハ
明
も
不
申
様
店
々
二
雨
も
早
速
こ

し
ら
へ
置
べ
L
L
と
し
て
い
る
｡

(
20
)

｢藤
岡
町
史
L

l
〇
二
三
-
四
頁
｡
こ
れ
は

｢藤
岡
名
主
御
用

留
｣
か
ら
の
引
用
で
あ
る
｡
な
お
文
政

一
〇
年

｢商
家
高
名
録
｣

に
よ
る
京
屋
･
島
屋
の
図
が

｢文
通
文
化
L
四
号
に
掲
載
さ
れ
て

お
り
､
同
番
三
五
七
頁
に
三
井
高
陽
氏
の
説

明
が
あ
る
｡
同
国
ほ

日
本
通
運
株
式
会
社

｢社
史
｣
五
九
月
に
転
載
さ
れ
て
い
る
｡

(
21
)

｢桐
生
紙
物
史
｣
九
二
'
二
九
八
'
三
〇
l
r
三
二
八
'
三
三

】
貢
に
よ
る
｡

(
22
)

大
江
丸
旧
国

｢あ
が
た
の
三
月
四
日
｣

(岸
上
質
軒
校
訂

｢続

紀
行
文
集
｣
六
八
三
富
<
続
帝
国
文
庫
第
廿
四
筋
>
)

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

(
23
)

｢白
木
屋
三
百
年
史
｣
九
京

(
eq<
)

白
木
屋
の
江
戸
富
沢
町
店
は
近
江
屋
与
市
店

(林
玲
子

｢前
掲

番
｣
八
八
貫
)
､同
市
ヶ
谷
店
も
近
江
屋
で
あ
る

(
｢白
木
屋
三
百

年
史
｣

二

六
貢
)
が
､
文
化
二
年
に
始
ま
っ
た
馬
喰
町
店
は
山

本
屋
で
あ
る
(林
玲
子
氏
御
教
示
に
よ
る
)｡

(
25
)

拙
稿

｢近
世
中
期
京
都
順
番
飛
脚
問
屋
の
研
究
｣
史
学
雑
誌
七

四
編
二

号
注
二
七
参
照
｡
な
お
上
州
に
は
江
州
商
人
の
出
店
が

多
い
の
で
'
彼
等
と
飛
脚
問
屋
と
の
関
係
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
｡

(26
)

田
地
買
入
れ
が

｢飛
脚
｣
個
人
の
所
持
地
に
な
り

｢才
領
｣
を

そ
の
下
人
に
す
る
の
か
｡

｢飛
脚
-
才
領
｣
で
島
屋
の
土
地
を
小

作
す
る
の
か
判
然
と
し
な
い
｡
い
ず
れ
に
せ
よ
島
屋
の
下
人
化
し

た
の
で
あ
る
｡

(
27
)
宇
野
傾
平
氏
は

｢十
八
世
紀
な
か
ご
ろ
の
飛
脚
業
｣

(比
較
文

化
八
号
)
で
島
屋
の
上
州
進
出
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ

｢延
写
R
年

(
一
七
四
四
)
年
に
は
藤
岡
店
の
吸
収
も
お
こ
な
わ
れ
'
十
七

屋
'
近
五
に
よ
る
上
州
飛
脚
の
独
占
に
も
'
よ
う
や
-
撰
が
入

り
'
途
中
明
和
安
永
ご
ろ

(
一
七
六
四
～
八
〇
)
紀
州
家
を
背
景

と
し
た
十

一
屋
の
優
勢
な
時
期
も
あ
っ
た
が
'
場
屋
の
制
覇
へ
進

ん
で
ゆ
く
｣

(
二

〇
京
)
と
し
て
お
ら
れ
る
｡
先
ず
島
屋
は
享

保
期
か
ら
上
州
と
関
係
が
あ
る
｡
十

一
屋
又
兵
術
を
飛
脚
問
屋
と

解
し
て
お
ら
れ
る
が

｢家
声
録
｣
に
は

｢十

一
屋
又
兵
衛
桜

岡

(高
崎
)
中
興
御
取
立
L
と
し
て
天
明
七
年
に
高
恩
神
の
一
人
に

二

六
一



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

数
え
て
お
り
'
′ま
た
安
永
年
間
の
高
崎
絹
買
宿
に
十

一
屋
又
兵
衛

I
が
見
え
て
い
る

(林
玲
子

｢前
掲
香
し
.
1
〓

貢
)｡十

一
屋
と
ゆ

う
飛
脚
問
屋
は
京
都
に
あ
る
が
十

一
屋
又
兵
衛
を
確
認
し
て
い
な

"
い
の
で
'
私
は
為
登
師
と
解
し
た
い
._

(
28
)
由

田
清
美
編
著

｢概
観
高
崎
市
史
｣

五
九

⊥
ハ
○
貢

(29
)

｢桐
生
続
物
史
｣
上
巻
二
九
八
'
三
〇
一
貫参
照
｡
な
お
同
書

で
は
佐
羽
市
郎
兵
衛
と
な
っ
て
い
る
｡

(
30
)
∴
｢同
右
｣
三
二
九
京

(
31
)

｢同
右
｣
三
二
八
貫

(
32
)

｢同
右
｣
±

二
九
-
三
1
頁
に
天
明
七
年
1
1
月
領
主
酒
井
家

役
人
か
ら
桐
生
新
町
役
人
に
宛
て
た
申
渡
書
に
つ
い
て

｢十
七
屋

は
'
手
代
の
非
行
に
よ
S?
.
自
然
営
業
不
振
に
陥
っ
た
際

に
乗

じ
'
新
規
の
飛
脚
屋
'
自
家
の
支
店
せ
出
せ
ん
と
'
内
々
運
動
を

試
み
た
の
で
あ
っ
た
｡
併
し
領
主
酒
井
家
役
人
は
'
島
屋
が
十
七

屋
を
後
援
し
て
'
営
業
継
続
を
な
す
を
聞
い
て
'
そ
の
情
誼
の
厚

き
に
感
じ
'
新
規
飛
脚
屋
の
開
店
を
許
さ
ず
'
飽
く
ま
で
両
家
の

専
業
と
す
べ
き
旨
を
町
役
人
に
申
渡
し
た
｣
と
し
て
い
る
の
は
'

(36
)

(
37
)

島
屋
の
新
規
開
店
に
際
し
て
他
の
開
店
厨
を
不
許
可
に
し
た
も
の

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
｡

(33
)

｢同
右
｣
三
五
一
貫
｡
な
お
市
川
孝
正

｢桐
生
の
織
物
｣
に
よ

る
と
桐
生
新
町
の

｢
ttl申
戸
籍
｣
に
は
陸
走
会
社
人
力

二
戸
'
飛

(
38
)

脚
屋
五
戸
'
馬
士
一
〇
戸
が
み
え
て
い
る
O

(地
方
史
研
究
協
読

会
編

｢
日
本
産
業
史
大
系
｣
4

二
九
七
-
入
貢
)
･

二
六
二

｢永
要
録

四
｣

(
三
井
文
庫
所
蔵
文
書
)

天
明
六
年
に
は
東
海
道
中
筋
の
馬
二
四
三
二
疋
に
一
疋
宛
大
豆

三
升
'
捺

1
斗
を
施
し
'
費
用
金
二
一
七
両
三
分
'
銭
五
貫
三
〇

〇
文
を
要
し
て
い
る
O
ま
た
児
玉
幸
多
氏
の
研
究
に
よ
る
と
'
嘉

永
二
年
島
屋
と
京
屋
は
軽
井
沢
宿
に
金
二
〇
両
を
借
付
け
'

｢人

馬
の
持
立
の
困
難
な
者
に
一
年
限
り
無
利
息
で
貸
附
け
し
た
｡

(
｢近
世
宿
駅
制
度
の
研
究
｣
二
一
四
貢
)
ま
た
東
海
道
石
部
宿

の
嘉
永
六
年
二

月

｢往
来
方
諸
入
用
助
成
差
引
勘
定
帳
｣
に
は

諸
入
用
銀
六
七
貫
三
六
八
匁
五
分
四
喝

助
成
引
方
之
分
銀
五
二

貫
〇
九
〇
匁
九
分
'
差
引

一
五
貫
二
七
七
匁
六
分
四
度
不
足
'
外

に
銀
一
四
六
匁
余
人
別
配
当
渡
と
あ
り
'
こ
の
助
成
引
方
之
分
の

内
に

｢金
二
両

京
都
順
番
会
所
よ
り
先
番
荷
物
二
付
受
取
分
'

金
三
両

三
都
会
所
よ
り
早
荷
物
織
立
二
付
受
取
侯
分
｣

(
｢石

部
町
史
｣

1
七
四
-
六
京
)
と
あ
る
の
も
'
飛
脚
問
屋
か
ら
の
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

京
屋
荷
物
の
日
印
は
赤
縄
で
あ
る
｡

六
右
衛
門
は

｢軽
井
沢
町
志

歴
史
編
｣

(
二
九
四
貫
)
に
よ

る
と
'
定
飛
脚
の
定
宿
で
京
三
度
屋
で
あ
り
'
寛
政
初
頭
に
は
こ

の
他
に
紀
州
'
尾
州
'
越
州
､
加
州
'
富
山
'
高
田
'
糸
魚
川
'

松
本
'
上
田
な
ど
の
飛
脚
荷
物
を
取
扱
っ
て
い
た
｡

直
接
に
関
係
は
な
い
が

｢同
右
｣

(
二
九
四
頁
)
に
よ
る
と
'

高
崎
の
島
屋
が
京
都
に
差
出
し
た
荷
物
に
つ
い
て
'
馬
士
が
碓
氷

峠
山
内
大
な
ら
で
酔
寝
中
に
'
馬
が
荷
物

一
個
を
振
落
し
喰
破
っ



た
事
件
が
あ
り
'
島
屋
代
人
宰
領
に
軽
井
沢
'
坂
本
両
宿
問
屋
'

定
宿
に
詫
状
を
入
れ
て
い
る
事
実
が
あ
り
'
と
か
く
故
障
が
あ
っ

た
と
思
は
れ
る
｡

｢駅
肝
録
｣

(
｢
日
本
交
通
史
料
集
成
｣
弐
)
二
二
二
-
三
文

｢水
口
町
志
｣
上
巻
二
三
一
-
三
賞
｡

｢土
山
町
史
｣

一
七
二

貢
に
も
同
文
の
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
｡

｢
日
本
財
政
経
済
史
料
｣
巻
九
-
五
八
三
貫
｡
こ
の
蝕
は
諏
訪

伊
勢
守
旅
行
に
つ
い
て
心
碍
遠
が
あ
り
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る

が
'

一
般
化
し
て
も
よ
い
か
と
思
ふ
｡

古
田
半
兵
衛
に
つ
い
て
は

｢藤
岡
町
史
｣
八
七
三
-
九
〇
四
頁

参
照
｡｢同
右
｣
七
六
三
-
七
六
六
頁
｡
江
戸
駄
袋
の
文
政
元
年
は
金

一
〇
〇
両
に
付
銭
三
四
五
文
と
な
っ
て
い
る
が
'
寛
政
の
.そ
れ
の

一
割
増
の
た
め
表
の
通
り
に
訂
正
し
た
｡

｢同
右
｣
七
六
七
-
入
貢

｢同
右
｣
七
五
六
-
七
京

越
後
屋
の
場
合
に
文
政
年
間
桐
生
で
只
宿
を
玉
上
家
か
ら
引
拐

k
.
京
屋
に
代
用
を
命
じ
た
事
実
が
あ
る
｡

(林
玲
子
｢前
掲
番
｣

二
四
三
賞
)
買
宿
と
飛
脚
が
業
務
上
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
事
を

示
し
て
い
る
｡

｢藤
岡
町
史
｣
八
八
七
I
九

一
京

｢桐
生
絞
物
史
｣
上
巻
三
三
六
-
七
貫
の
引
用
に
よ
る
｡
な
お

原
本
は
桐
生
市
立
図
書
館
郷
土
資
料
係
堀
越
靖
久
氏
の
御
教
示
に

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

よ
る
と
昭
和
四
一
年
四
月
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
｡

(
49
)

｢同
右
｣
三
六
三
'
三
六
五
京

(
50
)

｢同
右
｣
三
四
六
貢
｡

(
51
)

森
岡
美
子

｢荷
受
問
屋
資
本
の
生
産
地
投
下
の
詩
形
隠
し
史
学

雑
誌
五
九
編

一
号
三
一
頁

(52
)

｢桐
生
織
物
史
｣
上
巻
三
三
三
-
五
京

(53
)

｢藤
岡
町
史
｣

二

二
一文

(54
)

｢同
右
｣
六
八
八
-
九
二
京
｡
文
政
元
年
買
粗
は
金

1
七
八

両
'
銭
四
八
三
文
で
'
う
ち
二
二
･
〇
%
は
藤
岡
で
御
下
ケ
金
に

な
っ
て
い
る
｡
送
金
分
の
な
か
で
五

･
九
%
は
何
れ
の
伐
に
よ
っ

た
か
不
明
で
あ
る
｡

｢同
番
｣
六
三
八
-
九
貢
に
よ
る
と
等
和
元

年
に
は
ー
部
の
送
金
を
近
江
屋
事
兵
術
が
請
負
っ
て
い
る
｡

(
55
)

｢同
右
｣
六
二
四
'
七
二
三
頁
｡
し
か
し
こ
れ
を
も
っ
て
廻
状

は
飛
脚
問
屋
が
村
々
を
運
ぶ
と
l
般
化
し
て
は
な
ら
な
い
｡
た
と

え
ば
甲
州
の
場
合
に
は
甲
府
に
安
永
二
年
に
は
十
七
屋
孫
兵
衛
相

仕
布
袋
屋
庄
右
術
門

(
｢定
飛
脚
問
屋
威
済

一
件
｣
)
'

文
化
一

四
年
に
は
島
屋
佐
右
術
門
相
仕
相
良
藤
兵
衛

･
小
松
屋
忠
次
右
衛

門
'
京
屋
弥
兵
衛
相
仕
近
江
屋
事
兵
衛
出
店

(
｢甲
府
之
偽
御
尋

幸
国
々
縄
張
｣
)
が
あ
る
｡
甲
州
山
架
郡
下
井
尻
村
井
尻
家
文
香

(
｢史
料
館
所
蔵
目
録
｣
節

二
二
塊
所
収
)
に
よ
る
と
寛
政
四
年

石
和
代
官
所
の
御
用
状
に
つ
い
て

｢壱
匁
弐
分

飛
脚
長
谷
川
屋

内
審
兵
術
参
り
｣
と
あ
り
'
宇
和
元
年
に
は

｢壱
匁
弐
分

是
ハ

御
寄
付
飛
脚
貸
石
和
三
七
江
払
｣
と
し
て
い
る
｡
前
者
は
郷
宿
と

二
六
三



上
州
に
お
け
る
飛
脚
尉
屋

(藤
村
)

推
測
さ
れ
る
が
後
者
は
不
明
で
あ
る
｡
ま
た
甲
州
東
山
梨
郡
牛
奥

村
の
長
官
姓
の
家
に
生
れ
た
雨
宮
敬
次
郎
は
安
政
元
年
の
思
い
出

と
し
て

｢廻
状
と
云
っ
て
政
府
の
布
告
が
名
主
々
々
に
廻
っ
て
来

る
｡
廻
っ
て
来
る
と

｢歩
る
き
｣
=
定
促
と
云
ふ
も
の
が
置
い
て

あ
っ
て
乗
れ
に
持
っ
て
廻
ら
せ
る
｣

(雨
宮
敬
次
郎
述
'
桜
内
幸

雄
編
帝

｢過
去
六
十
年
辛
味
L

〓
一貫
)
と
記
る
し
て
い
る
｡
な

お
孝
和
二
年
井
尻
家
が
江
戸
に
書
状
を
出
す
際
に
は

｢朝
勝
沼
宿

問
屋
へ
相
宿
三
度
飛
脚
江
相
渡
し
差
立
申
侯
｣
と
し
て
'
定
飛
脚

問
屋
を
利
用
し
て
い
る
｡

(
56
)

｢軽
井
沢
町
志

歴
史
編
｣
二
九
-
三
1
貫

(57
)

前
島
密
は
そ
の

｢郵
便
創
業
談
｣

に
お
い
て

｢
l
封
の
信
書
を

上
州
前
橋
在
に
出
稼
し
て
居
る
弟
に
届
け
て
く
れ
と
佃
願
｣
さ
れ

｢上
州
高
崎
に
は
定
飛
脚
屋
が
あ
る
か
ら
此
手
紙
を
其
飛
脚
屋
に

託
し
て
配
達
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
'
高
崎
迄
来
て
飛
脚
屋
に
其
配

達
を
頼
む
と
'
前
橋
の
町
な
ら
配
達
す
る
が
'
在
方
で
は
配
達
出

来
な
い
と
言
っ
て
断
ら
れ
た
｡
そ
こ
で
止
を
得
な
い
か
ら
'

一
日

の
時
間
と
切
り
帯
め
■た
旅
費
と
を
徒
に
費
し
て
'
わ
ざ
わ
ざ
前
橋

在
の
片
月
村
と
い
ふ
所
迄
出
か
け
て
'
や
っ
と
委
託
の
任
務
を
果

し
た
J

(
r鴇
爪
痕
L
昭
和
l二
〇
年
版
五
1
ニ
ー
三
貢
)
と
し
て

い
る
｡
営
業
範
囲
の
実
態
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
侯
た
ね
ば

な
ら
な
い
｡

(
58
)

｢桐
生
絞
物
史
｣
上
巻
三
四
七
-
五
〇
斉
｡
な
お
こ
の
史
料
に

は
改
正
分
と
し
て
銀
倍
が
並
冠
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
文
中
に

二
六
四

｢
三
貫
目
以
上
は
弐
百
五
拾
文
の
割
合
(其
後
銀
七
匁
に
改
正
)｣

な
ど
と
あ
る
か
ら
'
文
政
二
年
の
値
段
と
し
て
表
示
し
た
｡

(59
)

【同
右
｣
三
五
二
頁

(
8
)

松
本
四
郎

｢幕
末
'
維
新
期
に
お
け
る
経
済
的
集
中
の
史
的
過

程
｣
歴
史
学
研
究
三
二
九
号
六
貫
参
照
｡

(
61
)

林
玲
子

｢前
掲
書
｣
二
三

衰

(
讐

平
瀬
光
慶

｢近
江
商
人
｣
九
五
⊥

○
○
貫
｡
な
お
井
上
定
幸

｢北
関
東
の
江
州
商
人
原
田
家
の
店
則
L
(群
馬
文
化
七
八
･
七

九
合
併
号
)
は
同
家
に
つ
い
て
の
論
敦
で
あ
る
｡

(63
)

｢藤
岡
町
史
｣
五
三
二
1
五
頁

(a
)

｢同
右
｣
九

1
四
-
九
貢

｡
富
田
家
文
書
に
は
藤
岡
店
和
平
が

富
田
金
蔵
に
出
し
た
金
五
〇
両
の
金
子
預
り
証
文
が
あ
る
｡

(
65
)

菅
田
某
伍

｢大
日
本
地
名
辞
書
｣
三
二
八
二
頁
｡

｢新
編
武
蔵

風
土
記
稿
｣
第

1
巻
六
六
-
七

1
貢
｡

(
S
)

松
本
四
郎

｢前
掲
稿
｣
七
貫
註

1
五
参
照
｡

(67
)

林
玲
子

｢前
掲
香
し
二
二
二
貫
｡
な
お
同
貢
に
は
こ
の
事
件
の

詳
細
が
記
る
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
｡

(S
)

天
保

一
四
年
写

｢京
弥
甲
府

1
粂
其
外
と
も
｣

(東
京
大
学
経

済
学
部
所
蔵
文
書
)
｡
本
文
書
は
林
玲
子
氏
か
ら
そ
の
写
を
借
覧

し
た
も
の
で
あ
る
｡
記
し
て
感
謝
し
た
い
｡

(
69
)

｢藤
岡
町
史
し
九

I
七
頁

(70
)

中
井
信
彦

｢
三
井
家
の
経
営
｣
社
会
経
済
史
学
三
一
萱

ハ
号
九

七
-
入
貢
参
喝

な
お
富
田
家
の
紋
は

｢丸
に
七

ツ
星
｣
で
あ



る
｡
ま
た
天
保
期
の
京
屋
の
困
窮
に
対
す
る
白
木
屋
の
出
金
の
た

め
逼
塞
し
た
白
木
屋
且
部
に
宛
て
て
'
嘉
永
六
年
に
京
良
の
藤
岡

こ
向
崎

･
桐
生

･
福
島

･
仙
台
･
甲
府

･
室
町
の
七
店
が
同
元
年

か
ら
勤
役
の
者
の
給
料
の
一
部
を
積
建
て
た
金
五
〇
〇
両
を
献
上

し
て
い
る
が
'
そ
の
連
名
人
の
う
ち
藤
岡
店
の
所
に
｢老
分

冨

田
金
蔵
｣
と
見
え
て
い
る
｡

(
｢飛
脚
甲
府
店
発
起
井
仕
法
帳
｣

山
梨
県
立
図
書
館
蔵
に
よ
る
)

(
71
)

昭
和
四
一
年
七
月
富
田
銀
蔵
氏
の
御
教
示
に
よ
る
｡
な
お
金
蔵

の
先
妻
せ
ん
ili
高
崎
か
ら
嫁
し
た
由
で
あ
る
｡
ま
た
r藤
岡
町
史
｣

(九
二
六
貢
)
に
よ
る
と
和
書
は
後
年
大
久
保
環
と
改
名
し
て
岩

鼻
県
大
属
と
な
っ
て
い
る
｡

(72
)

土
蔵
は
現
在
で
は
周
辺
の
家
と
同
じ
白
壁
に
塗
直
し
て
い
る
｡

(
73
)

柳
田
国
男

｢先
祖
の
話
｣

(定
本
柳
田
国
男
集
夢
十
巻

〓

-

二
貫
)

(74
)

な
お
富
田
家
文
事
に
は
弘
化
四
年
広
川
三
蔵
名
義
の
金

一
〇
〇

両
の
為
替
手
形
が
残
っ
て
い
る
｡
こ
れ
が
調
達
金
か
杜
確
認
し
て

い
な
い
｡

(
75
)

｢

群
馬
県
史
｣
第
三
巻
三
〇
九
京

(76
)

｢下
蔭
集
｣
は
内
聞
文
庫
蔵
｡
本
番
の
所
在
は
高
井
浩
氏
の
御

教
示
に
よ
り
知
っ
た
｡
記
し
て
感
謝
し
た
い
｡
な
お
上
州
の
国
学

に
つ
い
て
墜
向
井
浩

｢桐
生
国
学
発
達
史
｣

(群
馬
文
化
三
･
四

･
五
･
七

･
八
号
)
参
府
｡

(

7
)

内
訳
は
巻

r
春
歌
〓
五
首
'
巻
二
夏
堅

IE
l首
'
巻
三
秋
堅

1

上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

○
首
'
巻
四
冬
歌
一
九
首
'
巻
五
恋
歌

一
九
首
'
巻
六
雑
歌
下
二

七
首
で
あ
る
｡
な
お
若
干
数
え
遠
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
｡

(
78
)

高
井
浩
氏
の
研
究

(
｢桐
生
国
学
普
及
状
岱
-
桐
生
国
学
発
達

史
(四
)｣

群
馬
文
化
七
号
)
に
よ
る
と
守
部
の
門
人
は

｢地
域

的
に
は
江
戸
を
中
心
と
し
て
全
国
各
地
に
及
ん
で
い
る
が
'
特
に

関
東
が
圧
倒
的
に
多
い

(
l
五

一
名
で
全
門
人
九
〇
%
)
そ
し
て

関
東
に
お
け
る
門
人
の
分
布
を
み
る
と
'
ま
ず
江
戸
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
'
そ
の
ほ
か
で
は

岩
槻
'
粕
壁
'
関
宿
'
幸
手
等
奥
羽
街
道
沿
い
の
諸
宿
場
及
び

そ
の
近
辺

高
崎
'
桐
生
'
足
利
及
び
そ
の
近
在

が
多
い
｣
と
さ
れ
て
い
る
｡

｢下
蔭
典
初
編
作
者
姓
名
｣
に

｢育

成

同
所
号
京
屋

藤
井
久
兵
衛
｣
と
あ
る
が
'
こ
れ
は
高
井

氏
に
よ
る
と
桐
生
新
町
の
紺
屋
で
あ
る
｡
ま
た
同
氏
に
よ
る
と
境

域
村
の
寛
潟
橋
本
彦
八
は

｢初
め
飛
脚
問
屋
'
機
業
後
に
文
人
｣

と
あ
る
(
r同
上
｣
七
貢
)｡
こ
れ
が
ど
の
飛
脚
問
屋
か
は
明
き
ら

か
で
な
い
｡

(
79
)

｢藤
岡
町
史
｣
九
三
六
貢
｡
な
お
藤
岡
笛
木
町
で
質
屋
金
貸
を

業
と
し
て
い
た
御
代
澄
浅
見
作
兵
衛
は
狂
歌
を
永
世
に
学
び

(同

番
九
二
三
-
四
貢
)
'同
大
戸
町
の
永
俊
利
右
御
門
と
英
子
の
俊
久

柳
沢
佐
助

(同
番
九
七
三
賞
)
'
同
笛
木
町
の
呉
服
屋
児
玉
屋

の

下
嘩
峯
安
右
街
門
(同
書
九
七
六
頁
)'
そ
の
弟
で
武
州
本
庄
宿
の

商
家
の
養
子
と
な
っ
た
茂
恒
峯
直
右
衛
門
(同
番
九
八
〇
貫
)'
只

二
六
五



上
州
に
お
け
る
飛
脚
問
屋

(藤
村
)

宿
の
玉
世
新
井
兵
右
衛
門
(同
番
九
八
三
貢
)
は
永
世
の
歌
の
門
下

で
あ
り
､彼
等
の
多
ぐ
は
浅
草
庵
黒
川
春
村
の
門
下
で
も
あ
っ
た
｡

ま
た
島
屋
の
大
江
丸
安
井
政
胤
'
す
な
は
ち
安
井
宗
二

(
｢俳

懐
悔
｣
日
本
名
著
全
集
第
二
七
巻
俳
文
俳
句
集
九
三
六
-
七
貢
参

照
)
も
藤
岡
で
は

〔俳
藷
の
門
下
も
多
い
為
'

一
度
来

店
す
る
と

十
日
も
二
十
日
も
逗

留
し
た
も
の
で
あ
る

(中
略
)
而
し
て
高
崎

二
六
六

･
玉
村

･
本
庄
･
用
谷
な
ど
の
門
下
も
こ
こ
に
叫
合
し
て
'
時
々

俳
鐘
を
開
い
た
も
の
で
あ
る
｣

(
｢藤
岡
町
史
｣
八
二
1
貢
)
と

さ
れ
て
い
る
｡

(80
)

書
物
の
一
部
は
富
田
家
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る
が
'
刊
本
は
殆
ど

な
く
'
金
蔵
の
手
に
な
る
写
本
で
あ
る
｡




